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今年度も予算を増額して支援します 

福祉の担当窓口がわからないときはこちらへ 

植
樹
か
ら
20
年
、新
方
川
緑
道
の
桜 移りゆく歳月を見守りながら華やかに

成長しました 

今
号
に
は
「
平
成
22
年
度
の
取
り
組
み
（
施
政
方
針
、

予
算
概
要
ほ
か
）
」
の
お
知
ら
せ
を
折
り
込
ん
で
い
ま
す

　
花
田
７
丁
目
の
城
之
上
橋
か
ら
定
使
野
橋
ま
で
の
新
方
川
緑

道
の
桜
は
、
例
年
３
月
に
入
る
と
城
之
上
橋
付
近
の
カ
ン
ヒ
ザ

ク
ラ
や
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
が
咲
き
始
め
、
一
足
早
く
春
の
訪
れ
を

告
げ
ま
す
。
そ
の
後
、定
使
野
橋
に
向
か
っ
て
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が
開
花
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
緑
道
は
昭
和

63
年
の
花
田
土
地
区
画
整
理
事
業
で
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、20
年
の
歳
月
と
と
も
に
桜
の
木
も
立
派
に
成
長
し
ま
し
た
。 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の 

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す 
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の 

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す 
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の 

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す 

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
に
続
き
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。 

〈
対
象
者
〉 

　
市
内
在
住
の
方
ま
た
は
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
に
越
谷
市
へ
居
住
予

定
の
方
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適

正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
規
定

す
る
管
理
組
合 

＊
市
税
等
の
滞
納
や
建
築
物
等
に
法

令
違
反
が
な
い
こ
と
が
要
件
で
す 

〈
補
助
金
額
〉 

　
１
kw
あ
た
り
３
万
円
（
最
大
出 

力
）
。
上
限
は
戸
建
て
住
宅
が
10
万

５
０
０
０
円
（
３
・
５
kw
）
、
マ
ン

シ
ョ
ン
が
30
万
円
（
10 

kw
） 

〈
対
象
設
備
〉 

・
自
ら
所
有
し
居
住
す
る
住
宅
に
、

新
規
に
設
置
す
る
も
の
で
、
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
認
証
を
受
け
た

未
使
用
品
で
あ
る
こ
と 

・
電
力
会
社
と
受
電
契
約
を
結
び
、

余
剰
電
力
の
買
い
取
り
契
約
が
結

ば
れ
る
こ
と 

〈
申
込
み
〉 

　
４
月
20
日
貂
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
環
境

保
全
課
（
第
二
庁
舎
２
階
）
に
提
出

く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）
。
申
請
書

は
環
境
保
全
課
で
お
配
り
し
て
い
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

で
き
ま
す 

〈
注
意
事
項
〉 

　
必
ず
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け

た
後
に
、
業
者
と
工
事
契
約
を
結
ん

で
く
だ
さ
い
。
交
付
決
定
前
に
契
約

を
結
ん
だ
場
合
は
補
助
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん 

B
環
境
保
全
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８

３ 

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
成
長
と

発
達
に
役
立
て
る
た
め
、
４
月
か

ら
国
に
お
い
て
子
ど
も
手
当
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
児

童
手
当
に
代
わ
り
、
子
ど
も
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

〈
支
給
の
対
象
と
な
る
子
ど
も
〉

　
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も 

〈
手
当
額
〉
　
支
給
対
象
と
な
る

子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額
１
万
３

０
０
０
円 

〈
所
得
制
限
〉
　
な
し 

〈
受
給
手
続
き
〉 

①
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、
児

童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
更

新
さ
れ
ま
す
（
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
） 

②
新
た
に
支
給
対
象
の
年
齢
に
な

る
子
ど
も
や
、
所
得
制
限
な
ど
に

よ
り
児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い

世
帯
へ
は
、
申
請
書
を
４
月
下
旬

に
発
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
返
信
用
封
筒
で
ご
返
送

く
だ
さ
い 

〈
支
給
月
〉
　
児
童
手
当
と
同
様

に
６
月
・
10
月
・
２
月
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
支
給
月
前
４
カ
月
分
ま
と

め
て
支
給
さ
れ
ま
す 

＊
６
月
は
、
22
年
２
月
お
よ
び
３

月
分
の
児
童
手
当
と
、
４
月
お

よ
び
５
月
分
の
子
ど
も
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す 

B
児
童
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

６
６ 

〜
市
の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
〜 

福祉に関する総合案内 

福祉なんでも相談窓口開設 福祉なんでも相談窓口開設 福祉なんでも相談窓口開設 

上
限
上
限
は
戸
建
戸
建
て
3
・
5 

kw
、マ
ン
シ
ョ
ン
10 

kw

上
限
は
戸
建
て
3
・
5 

kw
、マ
ン
シ
ョ
ン
10 

kw
子
ど
も
手
当
が

子
ど
も
手
当
が 

　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す

　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す 

子
ど
も
手
当
が

子
ど
も
手
当
が 

　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す

　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す 

子
ど
も
手
当
が 

　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す 

じ
ょ
う
つ
か
い
の 

　
４
月
１
日
か
ら
、
福
祉
に
関
す
る

相
談
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
、
円
滑
か

つ
的
確
に
行
う
た
め
、
「
福
祉
な
ん

で
も
相
談
窓
口
」
を
市
役
所
総
合
受

付
の
隣
に
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
相

談
窓
口
で
は
、
福
祉
に
関
し
て
「
相

談
し
た
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ 

て
、
ど
の
窓
口
に
行
け
ば
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

方
の
た
め
に
、
話
を
伺
い
、

内
容
を
整
理
し
、
的
確
に
関

係
窓
口
へ
案
内
し
ま
す
。
ま

た
、
福
祉
に
関
す
る
資
料
を

整
備
し
、
必
要
な
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。 

〈
相
談
内
容
〉　
社
会
福
祉
、

障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福

祉
、
児
童
福
祉
な
ど
市
が
所

管
す
る
福
祉
業
務
全
般
と
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
業

務
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

＊
予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
相
談
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
電
話
で

の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
） 

＊
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
の
開
設

に
伴
い
、
情
報
公
開
セ
ン
タ
ー
は

別
館
の
隣
に
移
動
し
ま
し
た 

●
養
護
老
人
ホ
ー
ム
順
正
苑
を
廃
止 

　
健
康
福
祉
部
高
齢
介
護
課
の
「
養

護
老
人
ホ
ー
ム
順
正
苑
」に
つ
い
て
、

施
設
の
老
朽
化
と
社
会
福
祉
法
人
が

設
置
す
る
「
憩
い
の
里
養
護
老
人
ホ

ー
ム
す
こ
や
か
」
の
開
設
に
伴
い
廃

止
し
ま
し
た
。 

●
建
設
部
道
路
街
路
課
の
係
を
統
合 

　
道
路
街
路
課
の
一
連
の
業
務
の
連

携
強
化
・
効
率
化
を
図
る
た
め
、
企

画
調
整
係
、
施
設
係
、
環
境
係
、
用

地
係
を
統
合
し
、
道
路
街
路
担
当
を

新
設
し
ま
し
た
。 

●
都
市
整
備
部
再
開
発
課
を
廃
止 

　
再
開
発
事
業
の
進
ち
ょ
く
に
よ 

り
、
組
織
を
整
理
縮
小
す
る
た
め
、

越
谷
駅
東
口
再
開
発
担
当
を
市
街
地

整
備
課
に
移
管
し
、
再
開
発
課
を
廃

止
し
ま
し
た
。 

B
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
の
業
務

に
つ
い
て
…
社
会
福
祉
課
蕁
９
６
３

＝
９
１
６
２
、
組
織
改
正
に
つ
い
て

…
政
策
経
営
課
蕁
９
６
３
＝
９
３
１

３ 
社
会
福
祉
課
に 

福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
担
当
を
新
設 
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ご活用ください 

駅利用がますます便利になりました 

● 国
民
健
康
保
険
の
財
政
状
況

●
農
政
審
議
会 

A
４
月
13
日
貂
、
午
後
１
時
30
分
か

ら
　
D
中
央
市
民
会
館
４
階
会
議
室

Ａ
・
Ｂ
　
G
農
業
経
営
基
盤
の
強
化

の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
の

見
直
し
に
つ
い
て
　
E
当
日
午
後
１

時
〜
１
時
20
分
に
会
場
で
受
け
付
け

ま
す
　
F
10
人
　
B
農
政
課
蕁
９
６

３
＝
９
１
９
３ 

●
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と
課

税
台
帳
の
閲
覧 

　
越
谷
市
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

の
方
は
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
市
内
の
固

定
資
産
の
価
格
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
の
所
有
者

の
方
は
縦
覧
期
間
中
、課
税
台
帳（
名

寄
帳
）
の
写
し
を
無
料
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

A
４
月
１
日
貅
〜
５
月
31
日
豺
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
　
D

資
産
税
課
（
本
庁
舎
１
階
）
。
閲
覧

（
名
寄
帳
写
し
の
請
求
）は
、
北
部
・

南
部
出
張
所
で
も
で
き
ま
す
　
C
本

人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
等 

＊
詳
し
く
は
広
報
こ
し
が
や
３
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い 

B
資
産
税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４
７ 

●
越
谷
都
市
計
画
公
園
に
係
る
都
市

計
画
の
変
更
図
書 

A
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
　
D
公
園
緑
地
課
（
本
庁
舎

３
階
）
　
G
恩
間
公
園
の
変
更
　
B

公
園
緑
地
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
２
５ 

　
市
で
は
、
平
成
21
年
９
月
に
「
越

谷
市
自
治
基
本
条
例｣

を
施
行
し
、

„
参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く 

り
“
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
４
月
か
ら
は
、公
募
に
よ
る
市
民
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
推
薦
す
る 

方
、
学
識
経
験
者
で
組
織
す
る
「
越

谷
市
自
治
基
本
条
例
推
進
会
議
」
を

設
置
し
、
自
治
基
本
条
例
が
適
正
に

運
用
さ
れ
て
い
る
か
、
自
治
基
本
条

例
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ 

れ
て
い
る
か
を
検
証
し
て
い
き
ま 

す
。 

　
こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
関
係
者

が
携
帯
で
き
る
、
Ａ
７
判
サ
イ
ズ 

（
74
×
１
０
５
㍉
）
の
「
越
谷
市
自

治
基
本
条
例
」
の
ポ
ケ
ッ
ト
版
を
作

成
し
ま
し
た
。
各
地
区
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
市
内
公
共
施
設
や
大
学
等
で
配

布
し
て
い
ま
す
。 

B
企
画
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
２ 

　
介
護
予
防
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、

生
活
機
能
の
低
下
を
判
定
す
る
も
の

で
す
。
判
定
結
果
に
基
づ
き
、
早
期

に
介
護
予
防
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
２
月
に
実
施
し
た 

「
介
護
予
防
の
た
め
の
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
（
質
問
票
）
」
が
ま
だ
お

手
元
に
残
っ
て
い
る
方
は
、
質
問
票

に
記
入
の
う
え
、
４
月
15
日
貅
ま
で

に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
回

答
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
判
定
の
結
果
、

特
定
高
齢
者
候
補
者
（
介
護
状
態
に

な
る
お
そ
れ
の
高
い
方
）
に
該
当
す

る
方
へ
、
５
月
下
旬
に
介
護
予
防
検

診
受
診
券
を
発
送
し
ま
す
。 

B
高
齢
介
護
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６

３ 

　市では、効率的にごみ収集を行うため収集エリ
アの一部見直しを行いました。その結果、「古紙
類」「びん・古着類」について、ごみの収集時刻
が一部変更となります。引き続き、ごみ出しは朝
８時までにお願いします。また、分別回収にご協
力ください。 

広
報
こ
し
が
や
季
刊
版
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か 

＊
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
　
J
広
報
広
聴
課
蕁
9
6
3
＝
9
1
1
7

平
成
２２
年
度
分
の
市
・
県
民
税
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す 

G
市
・
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税

の
確
定
申
告
等
に
基
づ
い
て
、
平

成
22
年
度
の
市
・
県
民
税
が
課
税

と
な
る
方
は
、
６
月
か
ら
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
前
年
の
所
得
等
の
記
載

の
あ
る
22
年
度
（
21
年
分
）
の
市
・

県
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

の
交
付
は
、
普
通
徴
収
の
方
は
６

月
８
日
貂
以
降
（
特
別
徴
収
義
務

者
の
方
は
５
月
14
日
貊
以
降
）
で

す
。
そ
れ
ま
で
は
、
21
年
度
分 

（
20
年
分
）
が
最
新
年
度
で
す
の

で
、
証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る

際
は
、
何
年
度
の
証
明
書
が
必
要

な
の
か
、
提
出
先
等
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
　
B
市
民
税
課
蕁
９
６
３

＝
９
１
４
４
・
９
１
４
５ 

休
日
納
税
窓
口
を
開
き
ま
す 

A
４
月
４
日
豸
・
18
日
豸
・
５
月

２
日
豸
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
D
納
税
課
、
国
民
健
康
保
険
課

（
い
ず
れ
も
本
庁
舎
１
階
）
　
B

納
税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４
２
、

国
民
健
康
保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９

１
４
３ 

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で 

G
口
座
振
替
で
き
る
市
税
は
市
・

県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康

保
険
税
（
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
納

期
が
過
ぎ
た
市
税
は
取
り
扱
い
で

き
ま
せ
ん
）
　
E
納
税
通
知
書
に

記
載
さ
れ
た
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
、
市
役
所
納
税
課
、
国
民

健
康
保
険
課
、
北
部
・
南
部
出
張

所
へ
預
貯
金
通
帳
、
通
帳
印
、
納

税
通
知
書
を
お
持
ち
の
う
え
「
越

谷
市
口
座
振
替
依
頼
書
」ま
た
は
、

納
税
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
通
帳
印
を
押
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
　
B
納
税
課

蕁
９
６
３
＝
９
１
４
１
、
国
民
健

康
保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４
３ 

滞
納
者
に
は
差
押
処
分
を
し
ま
す 

G
平
成
21
年
度
市
税
未
納
者
に
対

し
４
月
・
５
月
を
強
化
月
間
と
位

置
づ
け
徴
収
の
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
再
三
に
わ

た
り
市
税
未
納
者
に
納
税
を
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま

未
納
が
続
く
場
合
は
、
税
負
担
の

公
平
性
・
公
正
性
を
確
保
す
る
た

め
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
財
産

（
不
動
産
、
預
貯
金
、
給
与
、
生

命
保
険
等
）
の
差
押
処
分
を
執
行

し
ま
す
。
納
め
て
い
な
い
方
は
早

急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
　
B
納

税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４
２ 

国
税
を
振
替
納
税
し
て
い
る
方
へ 

G
平
成
21
年
分
の
確
定
申
告
の
振

替
納
付
日
は
、
所
得
税
が
４
月
22

日
貅
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
が
４
月
27
日
貂

で
す
。
預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
　
B
越
谷
税
務
署
蕁

９
６
５
＝
８
１
１
１ 

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す 

　
４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す
。
月
額
１
万
４
６
６

０
円
か
ら
月
額
１
万
５
１
０
０
円

に
な
り
ま
す
。 

B
越
谷
年
金
事
務
所
（
サ
ン
シ
テ

ィ
内
）
蕁
９
９
０
＝
３
９
０
５ 

学
生
納
付
特
例
申
請
の
手
続
き 

　
前
年
度
に
承
認
を
受
け
、
か
つ

在
学
予
定
期
間
が
終
了
し
て
い
な

い
方
へ
、
日
本
年
金
機
構
（
年
金

事
務
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
申
請
は
が

き
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
内
容
を
確

認
し
、必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

年
金
事
務
セ
ン
タ
ー
へ
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
は
が
き
が
届
か

な
い
方
や
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方

は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
（
本
庁

舎
１
階
）で
随
時
申
請
で
き
ま
す
。 

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉
　
年
金

手
帳
、
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
、

印
鑑 

B
越
谷
年
金
事
務
所
蕁
９
９
０
＝

３
９
０
５
、
市
役
所
市
民
課
国
民

年
金
係
蕁
９
６
３
＝
９
１
５
５ 

「
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
」
ポ
ケ
ッ
ト
版
を
配
布
し
て
い
ま
す 

介
護
予
防
の
た
め
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

介
護
予
防
の
た
め
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

至
急
返
送
し
て
く
だ
さ
い

至
急
返
送
し
て
く
だ
さ
い

介
護
予
防
の
た
め
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

至
急
返
送
し
て
く
だ
さ
い

「古紙類古紙類」「びん・古着類古着類」の 
収集時間収集時間が一部変一部変わります 
「古紙類」「びん・古着類」の 
収集時間が一部変わります 

J 環境資源課 蕁９６３－９１８２ 

税
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
か
ら
の
お
知
ら
せ 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

傍
　
　聴 

縦
　
　覧 

せ
ん
げ
ん
台
駅
ホ
ー
ム
に

せ
ん
げ
ん
台
駅
ホ
ー
ム
に 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た 

せ
ん
げ
ん
台
駅
ホ
ー
ム
に 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た 

　
せ
ん
げ
ん
台
駅
の
上
下
線
ホ
ー

ム
に
車
イ
ス
対
応
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
設
置
さ
れ
、
３
月
26
日
か
ら
利

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
が
社
会
生
活
す
る
う
え
で
支
障

と
な
る
障
壁
（
バ
リ
ア
）
を
取
り

除
き
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
を
設

置
す
る
鉄
道
事
業
者
に
補

助
金
を
交
付
し
、
駅
舎
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
支
援

し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
上
下
線
ホ
ー
ム

へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

に
よ
り
、
利
用
者
の
多
い

せ
ん
げ
ん
台
駅
の
利
便
性

が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。 



３ 広報こしがやお知らせ版　平成21年（2009年）４月号
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応
募
す
る 

利
用
す
る 

そ
の
他 

そ

 

 

 　
平
成
21
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
年
税
額
に
変
更
の
あ
っ
た
方

や
新
た
に
課
税
さ
れ
た
方
に
、
納

税
通
知
書
と
納
付
書
を
４
月
15
日

貅
に
発
送
し
ま
す
。
同
封
す
る
納

付
書
で
ご
納
付
く
だ
さ
い
（
22
年

度
の
納
税
通
知
書
は
６
月
中
旬
に

発
送
予
定
で
す
）
。
 

 

 　
平
成
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
を
６
月
以
降
、
新
た
に
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
で
納
付
さ
れ
る
方

に
、
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
４
月

15
日
貅
に
発
送
し
ま
す
。
ま
た
、
22

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を
６
月
以

降
特
別
徴
収
で
納
付
さ
れ
る
予
定
だ

っ
た
方
の
う
ち
、
納
付
方
法
が
口
座

振
替
や
納
付
書
で
の
納
付
に
変
更
と

な
っ
た
方
に
、
仮
徴
収
額
変
更
通
知

書
を
４
月
15
日
貅
に
発
送
し
ま
す
。
 

　
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
口
座
振

替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
北
部
・
南
部
出
張
所

で
申
請
く
だ
さ
い
。
現
在
、
す
で
に

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
で
納
付
さ
れ

て
い
る
方
も
変
更
可
能
で
す
。
５
月

末
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
場
合
、
６

月
は
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
、
７
月

以
降
は
口
座
振
替
に
変
更
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
納
付
書
で
の
納
付
に
は

変
更
で
き
ま
せ
ん
。
 

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉
 

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
 

・
印
鑑
 

・
振
替
口
座
の
通
帳
と
届
け
出
印

　
（
新
た
に
口
座
振
替
を
お
申
し

　
込
み
の
方
の
み
）
 

 

 　
平
成
21
年
度
に
一
度
で
も
国
民

健
康
保
険
税
を
口
座
振
替
さ
れ
た

世
帯
主
の
方
へ
、
口
座
振
替
結
果

の
お
知
ら
せ
を
４
月
12
日
豺
に
発

送
し
ま
す
の
で
、
指
定
口
座
の
通

帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
　
 

B
国
民
健
康
保
険
課
、
①
②
に
つ

い
て
…
保
険
担
当
蕁
９
６
３
＝
９

１
４
６
、
③
に
つ
い
て
…
収
納
係

蕁
９
６
３
＝
９
１
４
３
 

ラベルは歌川広重の富士三十六景 
「武蔵越かや在」 

利
用
休
止
の 

お
知
ら
せ 

第
３４
回
越
谷
市
民
ま
つ
り 

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を 

募
集
し
ま
す 

　
広
報
こ
し
が
や
３
月
号
で
紹
介

し
た
越
谷
の
地
酒「
越
ヶ
谷
宿
」が

つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。
越
谷
小

売
酒
販
組
合
越
谷
支
部
が
、
越
谷

産
米「
彩
の
か
が
や
き
」を
使
用
し
、

地
産
地
消
と
地
域
活
性
化

を
目
的
に
開
発
し
ま
し
た
。 

　
試
飲
会
か
ら
２
カ
月
か

け
、
ま
ろ
や
か
さ
を
増
し

て
の
誕
生
で
す
。
市
内
65

の
酒
店
で
販
売
し
て
い
ま

す
。 

B
越
谷
小
売
酒
販
組
合
越

谷
支
部
蕁
９
６
２
＝
０
３

１
１ 

　
印
鑑
登
録
証
を
こ
し
が
や
市
民
カ

ー
ド
に
交
換
す
る
と
、
市
内
４
カ
所

（
市
役
所
本
庁
舎
、
桜
井
地
区
セ
ン

タ
ー
、
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
、
消

防
本
庁
舎
）
に
設
置
し
た
自
動
交
付

機
で
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書
、
戸
籍
謄
抄
本
、
課
税
（
非

課
税
）
証
明
書
が
受
け
取
れ
ま
す
。 

　
自
動
交
付
機
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
８
時
、
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
も
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。 

〈
対
象
〉
　
登
録
番
号
が
１
０
０
０

０
１
Ａ
〜
４
１
９
７
９
９
Ｄ
、
０
０

０
０
０
０
１
〜
０
２
９
０
０
０
０
の

印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち
の
方 

〈
申
請
場
所
〉
　
市
民
課
（
本
庁
舎

１
階
）
、
北
部
・
南
部
出
張
所 

〈
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉
　
印
鑑

登
録
証
、
印
鑑
（
認
め
印
で
可
）
、

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
） 

＊
申
請
は
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い 

＊
顔
写
真
入
り
の
本
人
確
認
が
で
き 

　
る
書
類
が
あ
れ
ば
、
そ
の
日
に
カ 

　
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。
そ
れ
以
外 

　
の
場
合
は
、
申
請
後
に
市
役
所
か 

　
ら
送
付
す
る
文
書
を
後
日
窓
口
に 

　
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す 

＊
さ
ら
に
便
利
な
「
住
民
基
本
台
帳 

　
カ
ー
ド
」
も
平
成
23
年
３
月
ま
で 

　
無
料
交
付
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く 

　
は
広
報
こ
し
が
や
３
月
号
を
ご
覧 

　
く
だ
さ
い 

B
市
民
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
２
６ 

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
へ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
無
償
で
給
付
し
ま
す 

定
額
給
付
金
室
を 

廃
止
し
ま
し
た 

平
成
２２
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す 

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ 

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ 

①
納
税
通
知
書
を 

　
お
送
り
し
ま
す 

②
国
民
健
康
保
険
税
の
仮
徴
収 

　
額
決
定
・
変
更
通
知
書
を
お 

　
送
り
し
ま
す 

③
口
座
振
替
結
果
の
お
知
ら
せ
を 

　
お
送
り
し
ま
す 

介
護
予
防
の
た
め
の 

　
　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
郵
送
し
ま
し
た 

介
護
予
防
の
た
め
の 

　
　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
郵
送
し
ま
し
た 

６５
歳
以
上
の
方
（
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
、申
請
中
の
方
を
除
く
）に 

６５
歳
以
上
の
方
（
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
、申
請
中
の
方
を
除
く
）に 

 

第
10
回 

越
谷
市
美
術
展
覧
会
受
賞
者 

３
月
議
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
 

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
・ 

課
税
台
帳
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す 

え
せ
同
和
行
為
を

え
せ
同
和
行
為
を 

　
　
　
　
　
排
除
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
排
除
し
ま
し
ょ
う 

え
せ
同
和
行
為
を 

　
　
　
　
　
排
除
し
ま
し
ょ
う 

同
和
問
題
と
は

同
和
問
題
と
は
 

え
せ
同
和
行
為
は
断
固

え
せ
同
和
行
為
は
断
固
 

拒
否
し
ま
し
ょ
う

拒
否
し
ま
し
ょ
う
 

え
せ
同
和
行
為
と
は

え
せ
同
和
行
為
と
は
 

同
和
問
題
と
は
 

え
せ
同
和
行
為
は
断
固
 

拒
否
し
ま
し
ょ
う
 

え
せ
同
和
行
為
と
は
 

 　
個
人
、
企
業
、
行
政
機
関
な
ど

に
対
し
て
、
同
和
問
題
の
解
決
に

努
力
し
て
い
る
よ
う
に
装
い
「
高

額
な
図
書
の
購
入
強
要
」
や
、
 

「
寄
付
金
・
賛
助
金
の
強
要
」
な

ど
の
不
法
、
不
当
な
行
為
や
要
求

を
す
る
こ
と
を
え
せ
同
和
行
為
と

い
い
ま
す
。
 

　
え
せ
同
和
行
為
の
横
行
は
、
そ

の
不
当
な
行
為
に
よ
り
、
企
業
や

行
政
機
関
の
み
な
ら
ず
、
「
国
民

の
間
に
、
同
和
問
題
に
対
す
る
誤

っ
た
意
識
を
植
え
つ
け
、
新
た
な

差
別
意
識
を
生
む
大
き
な
要
因
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
同

和
問
題
解
決
の
た
め
に
多
く
の
人
々

が
積
み
重
ね
て
き
た
教
育
と
啓
発

活
動
の
効
果
を
一
挙
に
覆
す
許
さ

れ
な
い
行
為
で
す
。
 

 　
同
和
問
題
と
は
、
日
本
の
歴
史

の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
差
別
が
い

ま
だ
に
残
り
、「
同
和
地
区
に
住
ん

で
い
る
」
あ
る
い
は
「
同
和
地
区

に
生
ま
れ
た
」と
い
う
理
由
で
、結

婚
、
就
職
な
ど
の
面
で
差
別
を
受

け
、
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人

権
が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
、
日
本

固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。
 

 

 　
え
せ
同
和
行
為
者
が
、
激
し
い

言
葉
で
要
求
し
て
き
て
も
、
不
当

な
要
求
は
断
固
と
し
て
拒
否
を
 

し
、
終
始
き
然
と
し
た
態
度
で
対

応
し
、
決
し
て
妥
協
は
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
場
し
の
ぎ

の
安
易
な
妥
協
は
相
手
に
期
待
を

抱
か
せ
る
こ
と
に
な
り
、
同
和
問

題
の
解
決
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

　
越
谷
市
を
含
む
県
東
部
で
構
成

す
る
埼
鐚
12
市
町
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
連

携
し
て
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
年
度
初
め

の
４
月
を
「
埼
鐚
え
せ
同
和
行
為

対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
同
和

問
題
の
解
決
の
妨
げ
と
な
っ
て
い

る
「
え
せ
同
和
行
為
の
排
除
」
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

B
人
権
推
進
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

１
９
 

「こんな行為に注意しましょう！！」 
①許可なく上空に飛び出した看板などを設置　②樹木など
が敷地の外に張り出し、道路や歩道を狭くしていて危険　
③歩道と車道を区切るガードレールやガードパイプに広告
物を設置　④のぼり旗が風になびくと歩行者や自転車が通
行するのに危険　⑤植木鉢やプランターなどを家の敷地外
の道路上や歩道上に置く　⑥側溝部分や歩道部分に立て看
板や広告塔を設置　⑦家の駐車スペースに車を入れるとバ
ンパーやタイヤが道路上に飛び出す 

　ふだんの生活に欠かすことのできないのが道路
です。自分勝手な迷惑駐車や道路の不法占拠など
により、ほかの人の通行の妨げになったり、事故
の原因となったりしています。道路は子どもや障
がいのある方、お年寄りも使用します。安全で使
いやすい道路とするために、誰もがルールを守っ
て使いましょう。 

　共同アンテナが地デジ対応なら、デジタル
テレビまたは地デジチューナーを介して地デ
ジが視聴できます。建物の管理会社や管理組
合等、共同アンテナの管理者にお問い合わせ
ください。共同アンテナの地デジ改修工事は
比較的時間を要しますので早めの準備をお願
いします。 
B総務省地デジコールセンター蕁０５７０－０７
－０１０１。左記番号でつながらない場合は蕁０
３－４３３４－１１１１ 

越
谷
ブ
ラ
ン
ド
の
純
米
酒

越
谷
ブ
ラ
ン
ド
の
純
米
酒
 

「
越
「
越
ヶ
谷
宿
」

谷
宿
」
完
成
完
成
 

～集合住宅や高層建築物の陰等の 
　　　受信障害地域にお住まいの方へ～ 

越
谷
ブ
ラ
ン
ド
の
純
米
酒
 

「
越
ヶ
谷
宿
」
完
成
 

「地デジ」の準備は 
             お済みですか？ 
「地デジ」の準備は 
             お済みですか？ 

道路はみんなのものです 
　ルールを守って使いましょう 
道路はみんなのものです 
　ルールを守って使いましょう 

印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち
の
方
へ 

　
市
民
カ
ー
ド
に
交
換
（
無
料
）
す
る
と
自
動
交
付
機
が
利
用
で
き
ま
す 

J建設総務課蕁９６３－９２０１ 
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広報こしがやお知らせ版　平成22年（2010年）４月号　　４ 

お 

ら 
せ 

知 

越谷市役
所 

蕷343-8501
 越ヶ谷4-2-

1

代表電話蕁
964-2111

応
募
応
募
す
る
す
る 

応
募
す
る 

利
用
す
る 

そ
の
他 

そ

５
面
に
続
く 

  

乕
越
谷
市
行
政
経
営
審
議
会
委
員 

　
市
で
は
、
効
率
的
で
効
果
的
な
市

政
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
参
加
に

よ
る
行
政
経
営
審
議
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
の
審
議
会
で
、
行
政
改

革
の
推
進
や
今
後
の
行
財
政
上
の
重

要
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
い
た

だ
く
委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。 

〈
募
集
人
数
〉
　
３
人
以
内
（
委
員

総
数
は
15
人
以
内
） 

〈
任
期
〉
　
２
年
（
委
嘱
は
平
成
22

年
６
月
以
降
を
予
定
） 

〈
対
象
〉
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
。
①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

ま
た
は
市
内
で
活
動
し
て
い
る
、
平

成
22
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
の

方
、
②
市
の
ほ
か
の
審
議
会
等
の
公

募
に
よ
る
委
員
で
な
い
方
、
③
市
の

職
員
で
な
い
方
、
④
平
日
に
開
催
す

る
会
議
（
22
年
度
は
８
回
程
度
予
定
）

に
出
席
で
き
る
方 

＊
公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
後
に
、

　
①
ま
た
は
③
に
該
当
し
な
く
な
っ

　
た
場
合
は
、
失
職
に
な
り
ま
す 

〈
応
募
方
法
〉
　
４
月
30
日
貊
、
午

後
５
時
15
分
（
必
着
）
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・
職

業
等
・
電
話
番
号
・
応
募
動
機
・
自

己
Ｐ
Ｒ
（
市
内
で
の
活
動
内
容
等
）

を
簡
潔
に
記
入
し
た
申
込
書
と
小
論

文
（
テ
ー
マ
は
「
私
が
考
え
る
越
谷

市
の
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運

営
」
。
８
０
０
字
以
内
）
を
政
策
経

営
課
（
第
二
庁
舎
３
階
）
へ
（
郵
送

可
）
。
申
込
書
は
Ａ
４
横
書
き
で
様

式
は
自
由 

〈
選
考
方
法
〉
　
書
類
選
考
。
結
果

は
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。
な
お
、
提

出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん 

B
政
策
経
営
課
蕁
９
６
３
＝
９
３
１

３ 乕
平
成
２２
年
度
第
１
回
警
察
官
採
用

　
試
験 

A
５
月
９
日
豸
　
D
埼
玉
県
警
察
学

校
（
さ
い
た
ま
市
）
　
F
昭
和
55
年

４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
方
　
E
４
月
１
日
貅
〜
14

日
貉
。
詳
し
く
は
、
越
谷
警
察
署
・

交
番
に
置
い
て
あ
る
申
込
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
　
B
越
谷
警
察
署
蕁
９
６

４
＝
０
１
１
０ 

乕
国
税
専
門
官  

F
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
、
平
成
元
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

大
学
卒
業
お
よ
び
平
成
23
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方
、
も
し
く
は

人
事
院
が
そ
れ
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
た
方
　
A
第
１
次
試
験
…

６
月
13
日
豸
、
第
２
次
試
験
…
７
月

20
日
貂
〜
27
日
貂
の
い
ず
れ
か
１
日

　
D
さ
い
た
ま
市
ほ
か
　
E
４
月
１

日
貅
〜
14
日
貉
に
希
望
す
る
第
１
次

試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税
局
ま
た
は

国
税
事
務
所
へ
　
B
関
東
信
越
国
税

局
蕁
０
４
８
＝
６
０
０
＝
３
１
１
１ 

乕
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー 

G
中
川
と
綾
瀬
川
に
対
す
る
意
見
や 

要
望
、愛
護
の
啓
発
等
を
行
い
ま
す
。

報
酬
は
月
額
４
５
８
０
円
程
度
。
任

期
は
７
月
１
日
か
ら
２
年
間
　
F
河

川
か
ら
お
お
む
ね
５
㌔
以
内
に
お
住

ま
い
の
20
歳
以
上
の
方
　
E
５
月
14

日
貊
ま
で
。
詳
し
く
は
左
記
へ
　
B

江
戸
川
河
川
事
務
所
蕁
04
＝
７
１
２

５
＝
７
３
１
９ 

乕
公
益
信
託
「
越
谷
青
少
年
育
成
ダ

　
ル
マ
っ
子
基
金
」
助
成
事
業  

F
次
の
条
件
に
該
当
す
る
も
の
。
▽

助
成
対
象
者
…
①
文
化
・
教
養
の
向

上
に
関
す
る
社
会
教
育
活
動
を
行
う

団
体
・
個
人
、
②
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
社
会
教
育
活
動
を
行
う
団

体
・
個
人
、
③
そ
の
他
の
社
会
教
育

活
動
を
行
う
団
体
・
個
人
。
▽
助
成

対
象
事
業
…
市
内
の
青
少
年
が
参
加

す
る
文
化
、
教
養
、
体
育
、
ス
ポ
ー

ツ
そ
の
他
の
社
会
教
育
活
動
ま
た
は

そ
の
団
体
も
し
く
は
指
導
者
に
対
す

る
事
業
。
助
成
の
採
否
お
よ
び
助
成

　
い
ず
れ
も
履
歴
書
の
受
付
は
平
日
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
で

す
。 

  

保
育
士（
非
常
勤
職
員
） 

  

〈
対
象
〉
　
平
成
22
年
６
月
１
日
現

在
60
歳
未
満
で
保
育
士
資
格
が
あ
る

方
１
人 

〈
賃
金
〉
　
月
給
13
万
５
７
０
０
円 

〈
雇
用
開
始
日
〉
　
６
月
１
日
貂 

〈
勤
務
時
間
〉
　
月
曜
〜
金
曜
日
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
月
１

回
程
度
、
土
曜
日
勤
務
あ
り
） 

〈
応
募
方
法
〉
　
４
月
16
日
貊
ま
で

に
、
写
真
を
は
っ
た
市
販
の
履
歴
書

に
保
育
士
証
の
写
し
を
添
え
て
本
人

が
直
接
人
事
研
修
課
へ
。
後
日
、
面

接
を
行
い
ま
す 

B
人
事
研
修
課
（
本
庁
舎
２
階
）
蕁

９
６
３
＝
９
１
３
２ 

   
看
護
師（
臨
時
職
員
） 

〈
対
象
〉
　
看
護
師
免
許
を
お
持
ち

の
60
歳
未
満
の
方
若
干
名 

〈
賃
金
〉
　
時
給
１
３
８
０
円 

〈
勤
務
時
間
〉
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で

主
に
健
診
等
の
あ
る
平
日
（
月
４
〜

６
日
程
度
）
の
午
後
１
時
〜
４
時 

〈
応
募
方
法
〉
　
写
真
を
は
っ
た
市

販
の
履
歴
書
に
免
許
証
の
写
し
を
添

え
て
、
本
人
が
直
接
人
事
研
修
課
へ
。

後
日
、
面
接
を
行
い
ま
す 

B
人
事
研
修
課
（
本
庁
舎
２
階
）
蕁

９
６
３
＝
９
１
３
２ 

   

国
保
推
進
員（
非
常
勤
職
員
） 

〈
対
象
〉
　
平
成
22
年
６
月
１
日
現

在
60
歳
未
満
で
自
転
車
に
乗
れ
る
方

１
人 

〈
賃
金
〉
　
月
給
13
万
４
１
０
０
円 

〈
勤
務
内
容
〉
　
国
民
健
康
保
険
税

の
納
付
に
関
す
る
電
話
対
応
や
事
務

補
助
の
ほ
か
、
市
内
の
家
庭
を
訪
問

し
、
国
民
健
康
保
険
税
の
説
明
や
収

納
を
行
い
ま
す 

〈
雇
用
開
始
日
〉
　
６
月
１
日
貂 

〈
勤
務
時
間
〉
　
月
曜
〜
金
曜
日
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
休 

日
・
夜
間
勤
務
あ
り
） 

〈
応
募
方
法
〉
　
４
月
５
日
豺
〜
19

日
豺
に
写
真
を
は
っ
た
市
販
の
履
歴

書
を
本
人
が
直
接
国
民
健
康
保
険
課

へ
。
後
日
、
面
接
を
行
い
ま
す 

B
国
民
健
康
保
険
課（
本
庁
舎
１
階
）

蕁
９
６
３
＝
９
１
４
３ 

　
勤
労
者
お
よ
び
家
内
労
働
者
に

対
し
、
急
に
必
要
と
な
っ
た
生
活

資
金
を
随
時
貸
し
付
け
ま
す
。
災

害
・
事
故
・
盗
難
・
傷
病
・
出
産
に

よ
り
必
要
な
資
金
、
産
前
産
後
休

暇
・
育
児
休
業
・
介
護
休
業
取
得

の
た
め
の
賃
金
減
少
な
ど
に
よ
り

必
要
な
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。 

〈
貸
付
金
額
・
利
率
〉
　
１
０
０

万
円
以
内
。
年
０
・
５
㌫ 

〈
貸
付
期
間
・
償
還
方
法
〉
　
５

年
以
内
。
元
利
均
等
月
賦
償
還 

〈
担
保
〉
　
無
担
保
。
無
保
証
人

（
保
証
協
会
の
保
証
料
１
・
２
㌫

が
必
要
） 

〈
要
件
〉
　
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
。
①
市
内
に
継
続
し
て
２

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
、
②
同

一
事
業
所
に
継
続
し
て
１
年
以
上

勤
務
し
、
ま
た
は
物
品
の
製
造
も

し
く
は
加
工
等
に
継
続
し
て
１
年

以
上
従
事
し
て
い
る
方
、
③
原
則

と
し
て
20
歳
〜
60
歳
の
方
、
④
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
、
⑤
資

金
の
返
済
能
力
が
あ
る
方 

B
産
業
支
援
課
蕁
９
６
７
＝
４
６

８
０ 

　
市
で
は
、
７
月
23
日
貊
〜
８
月

３
日
貂
に
姉
妹
都
市
キ
ャ
ン
ベ
ル

タ
ウ
ン
市
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

へ
派
遣
す
る
青
少
年
を
募
集
し
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
両
市
の
友
好

親
善
と
今
後
の
多
文
化
共
生
社
会

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
、越
谷
市
国
際
交
流
協
会
・

越
谷
市
教
育
委
員
会
と
の
共
催
で

行
い
ま
す
。 

〈
内
容
〉
　
一
般
家
庭
で
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
、
地
元
青
少
年
と
の
交

流
、
学
校
や
公
共
施
設
の
訪
問 

〈
対
象
〉
　
市
内
在
住
で
４
月
１

日
現
在
13
歳
〜
20
歳
の
学
生
15
人
。

健
康
状
態
が
良
好
で
、
事
業
の
成

果
を
活
用
す
る
意
欲
が
あ
る
方
。

事
前
研
修
（
６
月
12
日
か
ら
毎
週

土
曜
日
）
等
へ
参
加
が
必
要
で
す 

〈
費
用
〉
　
15
万
円 

〈
申
込
み
〉
　
４
月
15
日
貅
〜
22

日
貅
に
応
募
書
類
を
秘
書
課
（
本

庁
舎
２
階
）
へ
。
書
類
審
査
の
結

果
に
基
づ
き
筆
記
試
験
と
面
接
を

行
い
ま
す
。
応
募
書
類
は
秘
書
課

で
お
配
り
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す 

B
越
谷
市
国
際
交
流
協
会
蕁
９
６

０
＝
３
３
５
０
、
秘
書
課
蕁
９
６

３
＝
９
１
１
４ 

女
性
消
防
団
員
を 

募
集
し
ま
す 

看
護
師
復
職 

支
援
セ
ミ
ナ
ー 

看
護
師
復
職 

支
援
セ
ミ
ナ
ー 

いきいき農園の 
　利用者を募集します 

平
成
２２
年
度 

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す 

４
月
１
日
か
ら 

春
日
部
保
健
所
が
越
谷
市
を
管
轄
し
ま
す 

リ
ユ
ー
ス
展
を
開
催
し
ま
す 

　
〜
販
売
方
法
が
入
札
に
変
わ
り
ま
す
〜 

　

大袋商店街のコミュニティゾーン整備に伴い、 
下記道路区間が一方通行になります 

大袋商店街のコミュニティゾーン整備に伴い、 
下記道路区間が一方通行になります 

　越谷市西大袋土地区画
整理事業地内において、
都市計画道路大袋駅西口
線の大竹大道線～調整池
区間が４月１９日（月）、
午後２時に開通します。 

農 園 名  
 

神 明 町  

川柳町第２ 

面積 
(1区画) 

10㎡ 

20㎡ 

区画数 
(募集人員) 

8 

９ 

所在地 
 

神明町３－４６４ 

川柳町１－５８６－１ 

　市では、農作業を通して収穫
の喜びを味わい、利用者相互の
親ぼくを深めていただくため、
農園を無償でお貸しします。 
〈場所・募集人員〉 下表参照 
〈対象〉 市内在住の６０歳以上
の方（１世帯１区画。市民農
園を利用中の世帯の方は申込
みできません） 

〈貸出期間〉 平成２２年４月２０
日～２７年１月末日 

〈申込み〉 ４月１２日（月）（必着）
までに往復はがきの往信面に
郵便番号・住所・氏名・電話
番号・希望農園名、返信面の
あて先に郵便番号・住所・氏
名を記入し、高齢介護課へ。
複数の農園の申込みはできま
せん。希望者多数の場合は４
月１４日（水）、午前１０時から
中央市民会館４階会議室Ｂで
公開抽せんを行います 

＊抽せん会への参加は自由です。
　結果は後日通知します 
＊農園には駐車場はありません 
 
 
 
 

 

J高齢介護課蕁９６３－９３０５ 

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
へ
の
派
遣
生

派
遣
生
を
募
集
募
集
し
ま
す 
市
非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す 
市
非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す 

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
へ
の
派
遣
生
を
募
集
し
ま
す 

雨
水
貯
留
施
設
設
置
費
等
助
成
制
度 

〜
地
球
に
優
し
い
雨
水
利
用
を
応
援
し
ま
す
〜 

防
災
行
政
無
線
を
新
た
に
６
基
設
置
 

　
放
送
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
 

防
災
行
政
無
線
を
新
た
に
６
基
設
置
 

　
放
送
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
 

合併処理浄化槽設置費補助金 合併処理浄化槽設置費補助金 
60歳以上対象歳以上対象 

いきいき農園の利用者を 
募集します 

いきいき農園の利用者を 
募集します 

60歳以上対象 

↑岩
槻方
面 

暫定
開通
区間
 

大袋
駅西
口線
 

調整池 

須賀用水 ↑
千
間
台
方
面 

元
荒
川 

大
竹
大
道
線 

国道4号→ 

大袋駅→ 

大砂橋 

J市街地整備課蕁９６３－9232

都市計画道路大袋駅 
西口線の一部が 
開通します 

県立大学 

ご
利
用
利
用
く
だ
さ
い 

勤
労
者
等
生
活
資
金

勤
労
者
等
生
活
資
金

 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

勤
労
者
等
生
活
資
金

 



５ 広報こしがやお知らせ版　平成21年（2009年）４月号

掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ

５　　広報こしがやお知らせ版　平成22年（2010年）４月号 
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応
募
す
る 

利
用
利
用
す
る
す
る 

利
用
す
る 

そ
の
他 
そ
の
他 

４
面
か
ら
続
き 

かんがい用水に 
  水が入ります 

額
は
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す 

　
E
詳
し
く
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ

の
う
え
、
５
月
31
日
豺
（
必
着
）
ま

で
に
申
込
書
を
左
記
へ
　
B
住
友
信

託
銀
行
リ
テ
ー
ル
企
画
推
進
部
・
公

益
信
託
チ
ー
ム
（
蕷
100
＝
６
６
１
１

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
１
の
９
の

２
グ
ラ
ン
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ウ
ス
タ
ワ

ー
）
蕁
03
＝
３
２
８
６
＝
８
２
１
８ 

乕
「
第
６０
回
記
念
埼
玉
県
美
術
展
覧

　
会
」
作
品
募
集 

G
F
５
月
25
日
貂
〜
６
月
16
日
貉
に

県
立
近
代
美
術
館
で
開
催
す
る
「
県

展
」
の
出
品
作
品
を
募
集
。
募
集
種

目
は
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
・
写
真
の
６
部
門
。
応
募
資
格
は

15
歳
以
上
の
県
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
（
中
学
生
は
除
く
）
。
出
品
点

数
は
各
種
目
３
点
ま
で
。
出
品
手
数

料
は
１
点
に
つ
き
３
０
０
０
円
　
E

５
月
７
日
貊
〜
９
日
豸
に
申
込
書（
市

役
所
生
涯
学
習
課
に
若
干
あ
り
）に

出
品
手
数
料
を
添
え
、
直
接
会
場
へ

　
B
埼
玉
県
生
涯
学
習
文
化
財
課
蕁

０
４
８
＝
８
３
０
＝
６
９
２
１ 

乕
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説

　
明
会
・
屋
外
作
業
希
望
者 

A
５
月
７
日
貊
、
午
後
２
時
か
ら
　

D
越
ヶ
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
　
F
市
内

在
住
60
歳
以
上
の
方
20
人
　
E
４
月

10
日
貍
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復

は
が
き
の
往
信
面
に
「
屋
外
作
業
希

望
」と
明
記
し
、氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
、
返
信

面
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
左
記
へ

　
B
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
蕷

343
＝
０
０
２
３
東
越
谷
１
の
５
の
６
）

蕁
９
６
７
＝
４
３
１
１ 

  

乕
野
球
場
貸
し
出
し
抽
せ
ん
会 

A
５
月
７
日
貊
、
午
後
７
時
か
ら
受

け
付
け
。
７
時
30
分
か
ら
抽
せ
ん
　

D
市
民
球
場
会
議
室
　
G
８
月
の
日

曜
日
分
の
抽
せ
ん
　
F
「
ま
ん
ま
る

よ
や
く
」
に
登
録
し
て
い
る
市
内
の

チ
ー
ム
　
H
使
用
料
は
使
用
日
の
翌

月
に
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
の
登
録

口
座
か
ら
振
り
替
え
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
江
戸
川
広
域
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
抽
せ
ん
日
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
　
C
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」

の
登
録
カ
ー
ド
（
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。
登
録
は
体
育
課
へ
） 

＊
雨
天
等
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
場

　
合
は
、
既
納
の
使
用
料
に
つ
い
て

　
還
付
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

　
は
体
育
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）
へ 

B
体
育
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
８
４ 

乕
パ
ソ
コ
ン
無
料
相
談
室 

A
４
月
〜
３
月
の
第
２
土
曜
日
　
D

宅
建
会
館
会
議
室
（
市
役
所
南
側
駐

車
場
前
）
　
G
動
作
不
良
相
談
、
性

能
ア
ッ
プ
相
談
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
・
デ
ジ
カ
メ
な
ど
の
操
作
相
談
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど

の
設
定
、
操
作
相
談
　
F
パ
ソ
コ
ン

初
心
者
の
市
民
の
方
　
E
事
前
に
左

記
へ
　
B
生
涯
学
習
課
蕁
９
６
３
＝

９
２
８
３
、
Ｋ
Ｌ
Ｌ
Ｎ
・
西
陰
蕁
０

９
０
＝
４
０
７
３
＝
２
８
６
３
、
谷

蕁
０
９
０
＝
９
１
０
８
＝
９
７
５
１
、

蕭
９
６
３
＝
３
４
６
０
、
B klln34 

60@
opal.ocn.ne.jp 

乕
県
公
式
携
帯
サ
イ
ト
「
エ
キ
ナ
カ

　
ら
く
ら
く
移
動
情
報
！
」 

G
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
県
内
全
２
３

７
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
階
段
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
利
用
に
役
立
つ
乗

車
位
置
情
報
を
は
じ
め
、
県
内
の
鉄

道
駅
利
用
者
に
便
利
な
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
　
B
埼
玉
県
交
通
政
策

課
蕁
０
４
８
＝
８
３
０
＝
２
２
２
８ 

  
乕
市
民
の
投
稿
作
品
で
創
る
文
化
総

　
合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
―
越
谷
文

　
化
」
第
２８
号
販
売
中 

G
随
筆
・
レ
ポ
ー
ト
・
小
説
・
評
論
・

詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
写
真
の

ほ
か
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
に
よ

る
作
文
や
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。販
売
場
所
は
生
涯
学
習
課（
第

二
庁
舎
４
階
）
、
大
間
野
町
旧
中
村

家
住
宅
、
市
立
図
書
館
、
市
内
の
一

部
書
店
。
販
売
価
格
は
７
０
０
円
。

現
在
、
第
29
号
に
掲
載
す
る
作
品
を

募
集
中
で
す
。
詳
し
く
は
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
　
B
生
涯
学
習
課

蕁
９
６
３
＝
９
３
０
７ 

乕
武
里
駅
前
の
住
民
票
の
取
次
所
が

　
廃
止
と
な
り
ま
し
た 

G
住
民
票
の
取
次
所
と
し
て
長
年
ご

利
用
い
た
だ
い
た
武
里
駅
前
の
森
田

商
店
に
お
け
る
取
り
次
ぎ
業
務
が
、

利
用
者
減
少
の
た
め
、
３
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
　
B
市

民
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
５
２ 

乕
越
谷
市
民
プ
ー
ル
の
一
部
施
設
の

　
利
用
休
止
に
つ
い
て 

G
５
月
６
日
貅
〜
12
日
貉
は
特
別
清

掃
の
た
め
、
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
が

で
き
ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
は
利
用
可
能
で
す
　
B
越
谷
市
民

プ
ー
ル
蕁
９
９
２
＝
６
６
０
２ 

乕
競
艇
事
業
に
よ
る
収
益
が
私
た
ち

　
の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す 

G
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
は
越
谷
市

を
含
む
16
市
で
構
成
さ
れ
、
戸
田
競

艇
場
で
開
催
す
る
競
艇
事
業
の
収
益

金
は
各
市
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

４
月
〜
６
月
の
開
催
日
…
○都
４
月
３

日
貍
〜
６
日
貂
、
９
日
貊
〜
12
日
豺
、

５
月
１
日
貍
〜
６
日
貅
、
○都
11
日
貂

〜
16
日
豸
、
○都
６
月
２
日
貉
〜
７
日

豺
、
10
日
貅
〜
15
日
貂
、
○都
18
日
貊

〜
21
日
豺 

＊
○都
は
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
主
催

B
財
政
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
５ 

  

　
防
災
行
政
無
線
は
、
緊
急
地
震
速

報
や
震
度
速
報
な
ど
の
災
害
時
に
お

け
る
情
報
の
ほ
か
、
迷
い
人
の
情
報

な
ど
を
、
市
内
１
８
１
基
の
受
信
局

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
ど
、
新
た
に
西
大
袋
第
三

公
園
、
南
荻
島
公
園
、
鷺
高
第
四
公

園
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
広
場
ふ
れ
あ
い
公

園
（
大
里
）
、
大
房
地
区
ふ
れ
あ
い

公
園
、
蒲
生
本
町
ふ
れ
あ
い
公
園
に

受
信
局
を
６
基
設
置
し
ま
し
た
。
新

設
し
た
受
信
局
の
放
送
は
４
月
１
日

か
ら
行
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
音
の
伝

わ
り
方
を
調
べ
る
音
達
調
査
を
行
い
、

調
査
結
果
を
生
か
し
て
受
信
局
の
新

規
設
置
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
方
向
調
整

や
増
設
を
し
て
、
放
送
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
越
谷city

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
メ
ー

ル
で
市
政
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
。
防
災
行
政
無
線
の
放

送
内
容
も
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
登
録
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

B
危
機
管
理
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
８

５
、
越
谷city

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
広
報
広
聴
課
蕁
９
６

３
＝
９
１
１
７ 

女
性
消
防
団
員
を 

募
集
し
ま
す 

看
護
師
復
職 

支
援
セ
ミ
ナ
ー 

看
護
師
復
職 

支
援
セ
ミ
ナ
ー 

いきいき農園の 
　利用者を募集します 

平
成
２２
年
度 

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す 

４
月
１
日
か
ら 

春
日
部
保
健
所
が
越
谷
市
を
管
轄
し
ま
す 

リ
ユ
ー
ス
展
を
開
催
し
ま
す 

　
〜
販
売
方
法
が
入
札
に
変
わ
り
ま
す
〜 

　

大袋商店街のコミュニティゾーン整備に伴い、 
下記道路区間が一方通行になります 

　市では、公共の水域や水路の水質汚
濁を防止するため、平成２２年度も合
併処理浄化槽設置に伴う補助金交付の
受付を４月から開始します。 
　市街化調整区域内に専用住宅を新築
する予定の方、くみ取りトイレや単独
処理浄化槽から転換し合併処理浄化槽
を設置する予定の方で、補助金を利用
する方は、必ず設置前に補助金の交付
申請をしてください。 
　申請に必要な書類については、市ホ
ームページに掲載しています。詳しく
は環境資源課へ問い合わせください。 

＊トイレのみ改修で、くみ取りトイレ
や単独処理浄化槽を撤去（処分を含
む）する場合には、撤去費用として
表の補助金額に６万円（限度）を加
算した金額を交付します 

J環境資源課蕁９６３－９１８１ 

大袋商店街のコミュニティゾーン整備に伴い、 
下記道路区間が一方通行になります 

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
へ
の
派
遣
生
を
募
集
し
ま
す 

市
非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す 

　
市
で
は
、
雨
水
の
有
効
利
用
を

目
的
と
し
て
助
成
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
雨
水
貯
留
施
設
を
設
置

す
る
と
、
水
資
源
の
有
効
利
用
、

水
道
料
金
の
節
約
、
河
川
へ
の
負

担
軽
減
な
ど
が
図
れ
ま
す
。
 

〈
対
象
者
〉
　
市
内
に
住
所
を
有

す
る
世
帯
（
予
定
を
含
む
）
お
よ

び
自
治
会
等
 

〈
施
設
の
条
件
お
よ
び
助
成
額
〉
 

①
公
共
下
水
道
の
接
続
に
よ
り
不

用
と
な
っ
た
浄
化
槽
を
雨
水

貯
留
施
設
に
転
用
す
る
場
合（
ポ

ン
プ
設
備
を
備
え
た
も
の
。

図
１
）
…
３
万
５
０
０
０
円
 

②
市
販
の
お
お
む
ね
２
０
０
㍑
以

上
の
雨
水
タ
ン
ク
を
新
た
に

設
置
す
る
場
合
（
図
２
）
…

工
事
費
用
の
２
分
の
１
以
内
。

た
だ
し
、
上
限
は
２
万
円
 

〈
申
込
み
〉
　
工
事
（
購
入
）
前

に
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て

環
境
保
全
課
（
第
二
庁
舎
２
階
）

へ
。
申
請
書
は
環
境
保
全
課
で
お

配
り
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
 

B
環
境
保
全
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

８
３
 

雨
水
貯
留
施
設
設
置
費
等
助
成
制
度

雨
水
貯
留
施
設
設
置
費
等
助
成
制
度 

〜
地
球
地
球
に
優
し
い
雨
水
利
用

雨
水
利
用
を
応
援
応
援
し
ま
す
〜 

①浄化槽を雨水貯留施設に 
　転用する場合（図１） 

②
新
た
に
雨
水
タ
ン
ク
を 

　
設
置
す
る
場
合（
図
２
） 

雨
水
貯
留
施
設
設
置
費
等
助
成
制
度 

〜
地
球
に
優
し
い
雨
水
利
用
を
応
援
し
ま
す
〜 

以上 

水路名 

古利根堰 

末田須賀堰 

末田大用水 

逆川取水口 

八条用水 

須賀用水 

東京鐚西用水 

谷古田用水 

四ヶ村用水 

通水開始日 

４／５（月） 

４／12（月） 

４／14（水） 

４／19（月） 

４／24（土） 

４／24（土） 

４／26（月） 

４／26（月） 

４／26（月） 

＊通水開始日以前に浄化
用水としての通水があ
ります 

＊気象状況などにより変
更する場合もあります 

J農政課蕁９６３－９１９３ 

越
谷
c
i
t
y
メ
ー
ル
で
は
 

放
送
内
容
を
メ
ー
ル
で
配
信
 

し
て
い
ま
す
 

防
災
行
政
無
線
を
新
た
に
６
基
設
置

防
災
行
政
無
線
を
新
た
に
６
基
設
置
 

　
放
送
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
放
送
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
 

防
災
行
政
無
線
を
新
た
に
６
基
設
置

防
災
行
政
無
線
を
新
た
に
６
基
設
置
 

　
放
送
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
放
送
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
 

防
災
行
政
無
線
を
新
た
に
６
基
設
置
 

　
放
送
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
 

越谷cityメール 
配信サービス 

＊詳しくは、市ホー
ムページをご覧く
ださい 

かんがい用水に 
  水が入ります 

ご利用ください 

合併処理浄化槽設置費補助金 合併処理浄化槽設置費補助金 合併処理浄化槽設置費補助金 

 
 
５人槽 
７人槽 
１０人槽 
 
５人槽 
７人槽 
１０人槽 

新築（増・改築
含む）の場合 
１２万円 
１２万円 
１２万円 
 
４８万９０００円 
６５万４０００円 
９０万３０００円 

トイレのみ改修
の場合 
３３万２０００円 
４１万４０００円 
５４万８０００円 

高度処理型合併浄化槽の補助金額 

合併処理浄化槽の補助金額　　（平成２２年４月１日現在） 

60歳以上対象 
いきいき農園の利用者を 

募集します 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

勤
労
者
等
生
活
資
金
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ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
誘
わ
れ
て 

参
加
参
加
す
る
す
る 

参
加
す
る 

学
　
ぶ
　
ぶ 

学
　
ぶ 

越谷市役
所 

�343-8501
 越ヶ谷4-2-

1

代表電話�
964-2111

催 し ご
案 
内 

▼
自
然
観
察
会
・
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ

●
チ
ン
グ

A
４
月
11
日
�
、
午
前
９
時
〜
正

午
　
D
県
民
健
康
福
祉
村
と
き
め

き
元
気
館
前
　
G
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
　
H
２
０
０
円
　
C
あ
る

方
の
み
双
眼
鏡
　
E
当
日
会
場
へ

　
B
小
菅
�
９
６
６
＝
４
９
０
０ 

▼
第
38
回
越
谷
う
た
ご
え
喫
茶 

A
４
月
14
日
�
、
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
D
ア
・
ス
・
ヴ
ェ
ル
デ

ホ
ー
ル
（
赤
山
町
）
　
G
昭
和
30

年
代
〜
40
年
代
の
な
つ
か
し
い
思

い
出
の
時
代
を
再
現
　
F
一
般
　

H
２
３
０
０
円
。
越
谷
市
教
育
委

員
会
ほ
か
後
援
　
E
B
ア
・
ス
・

ヴ
ェ
ル
デ
友
の
会
「
と
も
し
び
」

係
�
９
８
９
＝
３
６
０
１ 

▼
親
学
講
座
〜
親
が
変
わ
れ
ば
子

●
ど
も
も
変
わ
る
〜

A
４
月
17
日
�
、
午
前
10
時
〜
正

午
　
D
増
林
地
区
セ
ン
タ
ー
　
G

明
星
大
学
教
授
の
高
橋
史
郎
さ
ん

に
よ
る
基
調
講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
交

換
）
　
F
幼
稚
園
・
保
育
園
・
保

育
所
・
小
学
生
の
保
護
者
、
出
産

予
定
の
方
な
ど
。
当
日
託
児
ス
ペ

ー
ス
あ
り
　
H
無
料
。
越
谷
市
、

越
谷
市
教
育
委
員
会
ほ
か
後
援
　

E
当
日
会
場
へ
　
B
越
谷
青
年
会

議
所
・
浜
野
�
０
９
０
＝
４
０
２

７
＝
７
６
１
７ 

▼
順
天
堂
精
神
医
学
研
究
所
講
演

●
会

A
４
月
17
日
�
、
午
後
２
時
〜
４

時
　
D
順
天
堂
越
谷
病
院
（
袋 

山
）
　
G
就
労
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
、
講
師
は
日
本
私
立
学
校
振

興
・
共
済
事
業
団
東
京
臨
海
病
院

メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
部
長
の
荒

井
稔
さ
ん
　
F
１
３
０
人
　
H
無

料
　
E
当
日
会
場
へ
　
B
順
天
堂

精
神
医
学
研
究
所
�
９
７
８
＝
８

５
９
５ 

▼
林
泉
寺
「
正
観
世
音
・
子
安
観

●
世
音
御
開
帳
祭
礼
」

A
４
月
18
日
�
、
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分
　
D
林
泉
寺 

（
増
林
） 

＊
当
日
は
御
開
帳
祭
礼
に
あ
わ
せ

●
て
写
経
・
写
仏
会
、
み
ん
な
で

●
楽
し
む
お
話
会
「
お
話
と
う
た

●
の
世
界
―
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
共

●
に
」
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

●
（
野
菜
・
花
な
ど
）
を
開
催
し

●
ま
す
。
参
加
方
法
な
ど
詳
し
く

●
は
４
月
15
日
�
ま
で
に
左
記
へ 

B
林
泉
寺
�
９
６
３
＝
０
４
２
２ 

▼
第
２
回
社
会
保
障
を
学
ぶ
シ
リ

●
ー
ズ
パ
ー
ト
２ 

A
４
月
24
日
�
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
D
中
央
市
民
会
館

５
階
第
４
・
５
会
議
室
　
G
テ
ー

マ
は
「
暮
ら
し
に
生
か
せ
る
社
会

保
障
と
は
」
〜
憲
法
25
条
と
現
実

の
狭
間
で
〜
、
講
師
は
看
護
・
介

護
政
策
研
究
所
所
長
の
宮
崎
和
加

子
さ
ん
　
H
２
５
０
円
。
越
谷
市

後
援
　
E
事
前
に
左
記
へ
　
B
島

野
�
９
６
９
＝
３
６
５
０
、
�
９

６
９
＝
３
６
５
１ 

▼
第
30
回
越
谷
市
工
芸
協
会
作
品

●
展 

A
４
月
28
日
�
〜
30
日
�
、
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
28
日
は

午
後
１
時
か
ら
、
30
日
は
午
後
４

時
ま
で
）
　
D
サ
ン
シ
テ
ィ
展
示

ホ
ー
ル
　
G
各
種
工
芸
・
つ
ま
み

画
・
押
し
花
・
ネ
オ
ス
テ
ン
ド
ア

ー
ト
・
陶
芸
ほ
か
　
H
無
料
。
越

谷
市
教
育
委
員
会
ほ
か
後
援
　
E

当
日
会
場
へ
　
B
春
田
�
９
６
２

＝
０
９
５
６ 

▼
越
谷
南
高
等
学
校
吹
奏
楽
部 

●
第
25
回
定
期
演
奏
会 

A
５
月
４
日
�
、
午
後
４
時
開
演

　
D
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
　
G

祝
典
の
た
め
の
音
楽
、
マ
ー
ド
ッ

ク
か
ら
の
最
後
の
手
紙
、
ポ
ッ
プ

ス
ス
テ
ー
ジ
ほ
か
　
H
一
般
５
０

０
円
、
高
校
生
以
下
３
０
０
円 

（
全
席
自
由
）
　
E
当
日
会
場
へ

　
B
越
谷
南
高
等
学
校
吹
奏
楽
部 

・
萩
原
�
０
９
０
＝
６
７
０
５
＝

２
７
６
５ 

▼
越
谷
西
高
等
学
校
吹
奏
楽
部 

●
第
26
回
定
期
演
奏
会

A
５
月
９
日
�
、
午
後
２
時
開
演

　
D
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
　
H

学
生
４
０
０
円
・
一
般
７
０
０
円

（
当
日
１
０
０
円
増
し
）
、
指
定

席
９
０
０
円
（
前
売
り
の
み
）
　

B
越
谷
西
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
顧

問
・
福
原
�
９
７
７
＝
４
１
５
５ 

▼
２
０
１
０
家
庭
倫
理
講
演
会 

A
５
月
９
日
�
、
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
　
D
中
央
市
民
会
館
劇
場

　
G
「
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
が

家
庭
を
変
え
る
、
講
師
は
�
倫
理

研
究
所
研
究
員
の
田
口
雄
さ
ん
　

H
無
料
。
文
部
科
学
省
、
越
谷
市

教
育
委
員
会
ほ
か
後
援
　
B
�
倫

理
研
究
所
家
庭
倫
理
の
会
こ
し
が

や
・
蛯
沢
�
９
８
７
＝
１
２
２
３ 

▼
埼
玉
県
立
大
学
公
開
講
座
「
初

●
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
」 

A
５
月
15
日
�
・
16
日
�
、
午
後

１
時
〜
４
時
（
全
２
回
）
　
D
埼

玉
県
立
大
学
　
G
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
基
礎
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
メ

ー
ル
に
よ
り
学
習
　
F
初
心
者
60

人
（
抽
せ
ん
）
　
H
２
０
０
０
円

　
E
５
月
６
日
�
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
は
が
き
に
講
座
名
・
住
所 

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番

号
を
記
入
し
左
記
へ
　
B
埼
玉
県

立
大
学
地
域
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー

（
�
343
＝
８
５
４
０
三
野
宮
８
２

０
）
�
９
７
３
＝
４
１
１
４ 

▼
文
教
大
学
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー

●
シ
テ
ィ
（
５
月
開
講
） 

D
文
教
大
学
（
南
荻
島
）
　
G
教

養
講
座
、
生
涯
学
習
コ
ー
ス
、
囲

碁
・
書
道
・
陶
芸
・
パ
ソ
コ
ン
・

実
用
語
学
な
ど
各
種
講
座
　
E
資

料
を
請
求
の
う
え
左
記
へ
　
B
文

教
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�
０

１
２
０
＝
１
６
０
＝
４
４
９ 

▼
文
化
庁
委
託
事
業
●
伝
統
文
化

●
こ
ど
も
教
室
「
せ
ん
げ
ん
台
こ

●
ど
も
お
琴
教
室
」 

A
５
月
〜
平
成
23
年
２
月
の
日
曜

日
、
午
前
10
時
〜
正
午
　
D
コ
ス

モ
せ
ん
げ
ん
台
駅
前
集
会
所
　
G

日
本
の
伝
統
文
化
を
通
じ
て
日
本

音
楽
や
礼
儀
を
学
び
ま
す
。
曲
目

は
、
さ
く
ら
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・

ひ
な
ま
つ
り
・
春
の
光
・
飛
躍
な

ど
　
F
市
内
在
学
の
小
・
中
学
生

25
人
　
H
楽
譜
代
１
０
０
０
円 

（
年
間
）
。
琴
の
貸
し
出
し
あ
り

（
１
回
５
０
０
円
）
　
E
B
せ
ん

げ
ん
台
こ
ど
も
邦
楽
会
・
村
上
�

９
７
６
＝
９
９
６
７ 

▼
越
谷
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
出
店
募
集 

A
４
月
25
日
�
・
29
日
�
・
５
月

２
日
�
・
16
日
�
、
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
（
雨
天
中
止
）
　
D
越

谷
朝
市
広
場
（
し
ら
こ
ば
と
水
上

公
園
の
手
前
）
　
F
40
店
　
H
車

横
出
し
２
０
０
０
円
（
市
民
で
１

週
間
前
の
振
込
み
は
５
０
０
円 

引
）
。
福
祉
団
体
・
商
店
会
か
ら

の
予
約
は
無
料
出
店
可
。
越
谷
市

社
会
福
祉
協
議
会
後
援
　
B
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
友
の
会
�
03
＝
３
４

１
２
＝
６
８
５
７ 

�
夜
間
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

A
G
①
ワ
ー
ド
基
礎
…
４
月
19
日
�

〜
22
日
�
、
②
ワ
ー
ド
応
用
…
５
月

10
日
�
〜
13
日
�
、
③
エ
ク
セ
ル
基

礎
…
17
日
�
〜
20
日
�
、
④
エ
ク
セ

ル
応
用
…
24
日
�
〜
27
日
�
。
い
ず

れ
も
午
後
６
時
〜
９
時
　
D
産
業
雇

用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階
Ｏ
Ａ
室
　
F

市
内
在
住
の
求
職
者
・
勤
労
者
各
10

人
　
H
無
料
　
E
４
月
９
日
�
か
ら

左
記
へ
　
B
産
業
支
援
課
�
９
６
７

＝
４
６
８
０ 

�
応
急
手
当（
普
通
救
命
Ⅰ
）講
習
会 

A
４
月
20
日
	
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
　
D
消
防
本
庁
舎
　
G
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
含
む
心
肺
そ
せ
い
法
　
F
市

内
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上
の
方

50
人
　
H
無
料
　
E
４
月
14
日
�
ま

で
に
左
記
へ
　
B
消
防
署
�
９
７
４

＝
０
１
３
６ 

�
郷
土
歴
史
講
座 

①
講
座
…
A
５
月
12
日
�
・
19
日 

�
、
午
後
２
時
〜
４
時
　
D
市
立
図

書
館
　
②
現
地
研
修
…
A
５
月
26
日

�
ま
た
は
６
月
２
日
�
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
　
D
さ
き
た
ま
古

墳
公
園
（
加
須
市
）
ほ
か
　
G
講
師

は
宮
川
進
さ
ん
。
Ａ
コ
ー
ス
は
①
②

の
３
日
間
。
Ｂ
コ
ー
ス
は
①
の
み
　

H
①
無
料
、
②
実
費
負
担
（
保
険
料

等
を
当
日
徴
収
）
　
F
①
80
人
、
②

80
人
の
う
ち
各
日
20
人
（
い
ず
れ
も

抽
せ
ん
）　
E
４
月
15
日
�（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
希
望
の
コ
ー

ス
（
現
地
研
修
の
第
１
・
第
２
希
望

日
を
記
入
）
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
（
１
通
に
つ
き
１
人
）
・
電
話

番
号
を
記
入
し
左
記
へ
　
B
市
立
図

書
館
（
�
343
＝
０
０
２
３
東
越
谷
４

の
９
の
１
）
�
９
６
５
＝
２
６
５
５ 

�
危
険
物
取
扱
者
試
験
・
準
備
講
習

●
会 

▽
危
険
物
取
扱
者
試
験
…
A
５
月
30

日
�
　
D
東
京
国
際
大
学
（
川
越 

市
）
　
H
甲
種
５
０
０
０
円
、
乙
種

３
４
０
０
円
、
丙
種
２
７
０
０
円
　

E
４
月
15
日
�
〜
26
日
�
に


消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
埼
玉
県
支
部
試

験
係
へ
（
郵
送
可
）
。
今
年
度
か
ら

電
子
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
申

請
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
願
書
等
は
、
消
防
本
庁

舎
、
各
分
署
で
お
配
り
し
て
い
ま
す 

▽
準
備
講
習
会
・
乙
種
第
４
類
…
A

４
月
24
日
�
・
25
日
�
　
D
埼
玉
県

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
　
H
一
般

６
７
０
０
円
、
越
谷
市
防
火
安
全
協

会
会
員
５
７
０
０
円
。
テ
キ
ス
ト
代

別
途
　
E
４
月
16
日
�
（
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
）
ま
で
に
左
記
へ
　
B

消
防
本
部
予
防
課
�
９
７
４
＝
０
１

０
３ 

�
児
童
文
学
講
座
Ⅱ
「
親
子
で
楽
し

●
む
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
」 

A
５
月
26
日
・
６
月
２
日
・
９
日
の
水

曜
日
。
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

（
全
３
回
）　
D
市
立
図
書
館
　
G
わ

ら
べ
う
た
実
技
、
絵
本
の
よ
み
き
か

せ
な
ど
。
講
師
は
児
童
文
学
研
究
家

の
落
合
美
知
子
さ
ん
　
F
３
回
と
も

参
加
で
き
る
平
成
18
年
10
月
１
日
〜

20
年
４
月
30
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
17
組（
抽
せ
ん
）　
H
無
料

　
E
４
月
25
日
�（
必
着
）ま
で
に
往

復
は
が
き
に
講
座
名
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
お
子
さ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が 

な
）
と
生
年
月
日
・
性
別
・
保
護
者

氏
名
と
妹
弟
の
参
加
の
有
無
・
電
話

番
号
を
記
入
し
左
記
へ
　
B
市
立
図

書
館
（
�
343
＝
０
０
２
３
東
越
谷
４

の
９
の
１
）
�
９
６
５
＝
２
６
５
５ 

�
イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦 

●
「
巨
人
対
千
葉
ロ
ッ
テ
戦
」 

A
４
月
25
日
�
、
午
前
11
時
開
場
、

午
後
１
時
試
合
開
始
　
D
市
民
球
場

　
H
特
別
席
…
１
７
０
０
円
（
前
売

券
１
２
０
０
円
）
、
内
野
席
…
１
４

０
０
円
（
前
売
券
９
０
０
円
）
、
外

野
席
（
全
席
自
由
）
…
５
０
０
円 

（
当
日
券
の
み
）
。
総
合
体
育
館
、

中
央
市
民
会
館
、
市
民
球
場
、
市
内

読
売
新
聞
販
売
店
で
発
売
中
　
B
東

武
よ
み
う
り
新
聞
社
�
９
８
７
＝
０

６
１
１ 

�
こ
し
が
や
能
を
見
る
会
―
恋
の
物

●
語
シ
リ
ー
ズ
― 

A
５
月
１
日
�
、
午
後
２
時
30
分
か

ら
　
D
こ
し
が
や
能
楽
堂
　
G
能
、

狂
言
ほ
か
　
H
一
般
３
６
０
０
円
、

学
生
１
０
０
０
円
。
前
売
券
発
売
中

　
E
B
こ
し
が
や
能
楽
堂
�
９
６
４

＝
８
７
０
０ 

�
�
西
用
水
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

G
４
月
中
旬
に
な
る
と
、
市
役
所
東

側
�
西
用
水
の
中
土
手
に
、
１
万
６

０
０
０
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
約
４

０
０
�
に
わ
た
り
咲
き
誇
り
ま
す
　

B
越
谷
市
観
光
協
会
�
９
６
６
＝
６

１
１
１ 

観
　
る
　
る 

観
　
る 

�
牛
乳
パ
ッ
ク
紙
す
き
教
室 

A
４
月
24
日
�
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
　
D
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
砂

原
３
５
５
）
　
G
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使

用
し
た
は
が
き
作
り
　
F
市
内
在
住

の
小
学
４
年
生
以
上
の
方
（
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
24
人
　
H
無

料
　
C
よ
く
洗
い
乾
燥
さ
せ
た
牛
乳

パ
ッ
ク
２
〜
３
本
　
E
４
月
４
日 

�
、
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
左
記
へ

　
B
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
�
９
７
６

＝
５
３
７
１ 

�
第
７
回
不
動
橋
こ
い
の
ぼ
り
フ
ェ

●
ス
テ
ィ
バ
ル 

A
４
月
29
日
�
（
雨
天
時
は
５
月
３

日
�
）
、
午
前
９
時
40
分
〜
午
後
２

時
　
D
相
模
町
ス
ポ
ッ
ト
広
場
　
G

紙
芝
居
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
模
擬

店
な
ど
。
参
加
し
た
お
子
さ
ん
６
０

０
人
に
ミ
ニ
こ
い
の
ぼ
り
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
５
月
７
日
�
ま
で
元

荒
川
で
泳
ぐ
ミ
ニ
こ
い
の
ぼ
り
が
ご

覧
に
な
れ
ま
す
　
B
大
相
模
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
（
大
相
模

地
区
セ
ン
タ
ー
内
）
�
９
８
８
＝
７

３
７
０ 

�
花
田
苑
の
茶
会
・
茶
席 

▽
開
花
亭
卯
月
の
茶
会
…
A
４
月
11

日
�
・
29
日
�
　
H
５
０
０
円
　
▽

や
す
ら
ぎ
の
茶
席
…
A
４
月
18
日
�

　
H
３
０
０
円
。
い
ず
れ
も
、
A
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分
　
D
花
田

苑
　
F
80
人
　
H
別
途
入
園
料
１
０

０
円
　
E
当
日
会
場
へ
　
B
花
田
苑

�
９
６
２
＝
６
９
９
９ 

�
藤
ま
つ
り
野
点
コ
ー
ナ
ー 

A
５
月
３
日
�
、
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
。
藤
ま
つ
り
の
開
催
は
４
月
29

日
�
〜
５
月
５
日
�
　
D
久
伊
豆
神

社
（
越
ヶ
谷
）
　
F
２
０
０
人
　
H

１
０
０
円
　
B
越
谷
市
観
光
協
会
�

９
６
６
＝
６
１
１
１ 

�
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

A
４
月
25
日
�
、
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
（
雨
天
中
止
）
　
D
サ
ン
シ
テ

ィ
広
場
　
B
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
�
９
８
５
＝
１
１
３
１ 

�
春
の
弓
道
教
室
（
全
８
回
） 

A
５
月
11
日
	
〜
６
月
４
日
�
の
毎

週
火
曜
・
金
曜
日
。
い
ず
れ
も
午
後

１
時
〜
３
時
　
D
緑
の
森
公
園
越
谷

市
弓
道
場
　
F
市
内
在
住
・
在
勤
の

18
歳
以
上
の
方
25
人
　
H
２
０
０
０

円
　
E
４
月
16
日
�
〜
27
日
	
に
費

用
を
添
え
て
左
記
へ
　
B
緑
の
森
公

園
越
谷
市
弓
道
場
�
９
６
６
＝
０
９

１
０ 

�
第
５２
回
越
谷
市
民
ゴ
ル
フ
大
会 

A
５
月
12
日
�
　
D
紫
あ
や
め
36

（
旧
紫
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
あ
や
め

コ
ー
ス
）
東
コ
ー
ス
（
野
田
市
）
　

G
個
人
戦
…
18
ホ
ー
ル
、
新
ぺ
リ
ア

方
式
、
団
体
戦
…
各
地
区
上
位
５
人

の
合
計
　
F
市
内
在
住
の
方
　
H
参

加
費
３
５
０
０
円
（
賞
品
代
ほ
か
）。

プ
レ
ー
費
１
万
１
５
０
０
円
（
セ
ル

フ
プ
レ
ー
、昼
食
付
き
）　
E
４
月
16

日
�
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
各
地

区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
へ
。
越
谷
市

民
ゴ
ル
フ
運
営
委
員
会
主
催
。
越
谷

市
・
越
谷
市
教
育
委
員
会
後
援
　
B

生
涯
学
習
課
�
９
６
３
＝
９
２
８
３ 

▼
ギ
タ
ー
弦
の
会
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

●
ト

A
４
月
10
日
�
、
午
後
２
時
開
演

　
D
サ
ン
シ
テ
ィ
視
聴
覚
室
　
G

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
想
い
出
・
歌
の

翼
ほ
か
、
オ
カ
リ
ナ
・
フ
ル
ー
ト

と
の
合
奏
あ
り
　
H
２
０
０
円
　

B
ジ
ョ
イ
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
・
眞
島

�
９
７
７
＝
８
８
６
６ 

▼
中
国
語
体
験
教
室 

A
４
月
11
日
�
・
18
日
�
、
午
前

10
時
〜
正
午
　
D
中
央
市
民
会
館

５
階
第
９
会
議
室
　
F
30
人
　
H

無
料
　
E
B
日
中
友
好
協
会
越
谷

支
部
・
細
矢
�
９
８
６
＝
５
２
６

６ ▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
体
験
見
学
会 

A
４
月
25
日
�
、
午
前
10
時
か
ら

　
D
大
沢
北
交
流
館
　
G
ゲ
ー 

ム
。
昼
食
あ
り
　
F
幼
稚
園
年
長

〜
小
学
生
男
子
と
保
護
者
　
H
無

料
　
E
B
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
越
谷

第
１
団
・
小
田
島
�
９
７
６
＝
８

３
５
８ 

▼
合
唱
の
集
「
ナ
ユ
タ
」
・
混
声

●
合
唱
第
４
回
定
期
演
奏
会

A
４
月
24
日
�
、
午
後
２
時
開
演

　
D
中
央
市
民
会
館
劇
場
　
G
組

曲
「
沙
羅
」
・
日
本
の
春
の
歌
（
６

曲
）
ほ
か
、
フ
ル
ー
ト
演
奏
あ
り

　
H
無
料
　
B
笠
松
�
９
６
５
＝

８
０
３
４ 

の
だ
て

A
４
月
16
日
�
〜
28
日
�
、
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
（
日
曜
日
は
午

後
５
時
ま
で
。
月
曜
日
は
休
館
）

　
D
ほ
っ
と
越
谷
　
G
男
女
共
同

参
画
が
何
か
を
、
た
く
さ
ん
の
図

を
使
っ
て
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
て
い
ま
す
。
気
軽
に
受
付
カ
ウ

ン
タ
ー
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い 

＊
「
ほ
っ
と
越
谷
」
の
ホ
ー
ム
ペ

●
ー
ジ
に
は
、
講
座
や
イ
ベ
ン
ト

●
の
案
内
、
ス
タ
ッ
フ
夕
焼
け
日

●
誌
、
登
録
団
体
な
ど
の
情
報
が

●
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

●
だ
さ
い 

●花田苑
　「みどりの日」無料開園 
〈日時〉　５月４日�、９：００～１９：
００（入園は１８：００まで） 
〈内容〉　苑内オリエンテーリング、
鯉の餌やり、やすらぎの茶席ほか 
〈費用〉　無料 
　問　花田苑 
　�９６２－６９９９  
●キャンベルタウン野鳥の森
　「こどもの日」無料開園 

〈日時〉　５月５日�、９：００～１６：
００（入園は１５：３０まで） 
〈内容〉　「ふれあい動物フェステ
ィバル」を開催します。ポニー乗馬、
小動物のふれあいコーナーなど 
　（１０：００～１５：００） 
　問　キャンベルタウン野鳥の森 
　�９７９－０１００ 

無料開園＆ 
　イベントのお知らせ 
無料開園＆イベント 

のお知らせ 

　市民の皆さんに緑を育て
大切にしていただくため、
実がなる苗木を無料でお配
りします。 

〈日時〉　４月２３日�、 
　８：３０から 
〈場所〉　中央市民会館東側
広場（�西用水沿い） 
〈樹種〉　リンゴ、スモモ、
アンズ、プルーンなど 
〈配布数〉苗木は１人２本
（同種類不可）までで、な
くなり次第終了します 
＊当日は越谷市造園業協会の
協力により「緑の相談コー
ナー」を開きます 

　問　公園緑地課 
　�９６３－９２２５ 

苗木苗木の無料配布無料配布を行い行います 苗木の無料配布を行います

　色彩別の稲（古代米）を使って、こ

しがや鴨ネギ鍋キャラクター「ガー

ヤちゃん」の絵を田んぼに描きます 

〈内容〉　合鴨稲作農法による田植え・
合鴨放鳥（５月）から稲刈り（１０
月）まで体験します 

〈対象〉　１００組 
〈費用〉　大人２０００円 
　　　　　子ども１０００円 
＊事前説明会を５月に農業技術センタ
ーで行う予定です 

＊内容など詳しくは、越谷市観光協会
ホームペ―ジhttp://www.koshigaya-si 

　ghtseeing.jp/をご覧ください 

　申　　問　越谷市観光協会�９６６－６１１１ 

こしがや田んぼアート２０１０ こしがや田んぼアート２０１０ 

～体験者募集～ 

〈内容〉　年齢の異なるお友達
と、キャンプやボランティア
活動をしましょう 
〈対象〉　市内在住の小学１年
生～６年生３０人 

〈費用〉　年会費１５００円 
　（キャンプなど実費負担あり） 
〈申込み〉　４月１日�、 
　９：００から生涯学習課へ 
＊「ちびっこくらぶ」を主催す
る越谷市青少年相談員協議会
では、企画や当日のお手伝い
などをしていただける市内在
住・在学の１３歳～３０歳の方
を募集しています 

　問　生涯学習課 
　�９６３－９３０８ 

「ちびっこくらぶ」「ちびっこくらぶ」 
　　　　　の参加者を募集します　　　　　の参加者を募集します
「ちびっこくらぶ」「ちびっこくらぶ」 
　　　　　の参加者を募集します　　　　　の参加者を募集します 
「ちびっこくらぶ」 
　　　　　の参加者を募集します 

5月9日�まで開催中 
（休演日４月の毎週月曜日、５月６日�） 

会　場　しらこばと水上公園（第２駐車場）特設開場 
　　　　無料駐車場あり 
入場料　おとな２７００円（前売券２４００円） 
　　　　こども１５００円（前売券１２００円）  
＊こどもは、３歳以上中学生まで 
＊団体扱いはおとな、こども計２０人以上（要申込み予約） 
＊指定席は、当日第１回の１時間前から当日分のみ販売しま
す。指定席料金は、入場料に追加で、ＲＳ席１０００円・
Ｓ席８００円・Ａ席７００円です 
＊入場券は、チケットぴあ・ローソンチケット（Ｌコード：
３３４１１）・セブンイレブン・サンクス・ファミリーマート
などでお求めください 
後　援　埼玉新聞社・埼玉県・越谷市・埼玉県教育委員会・

越谷市教育委員会・埼玉県社会福祉協議会・越谷市
社会福祉協議会・埼玉県老人クラブ連合会 

協　賛　三国コカ・コーラボトリング㈱ 
サーカス開催期間中、アルバイトを募集しています 

　問　キグレサーカス越谷公演事務局�９７３－０９００ 

●
パ
ネ
ル
展
「
自
分
自
身
の
生
き 

●
方
を
立
ち
止
ま
っ
て
み
る
〜
男 

●
女
共
同
参
画
っ
て
何
！？
　」

男女共同参画
支援センター 

�343-0025
大沢3-6-1

　970-7411

● 郵
便
局 

マンション 

足
立
越
谷
線 

パルテきたこし３階 

 

北
越
谷
駅 

ホームページアドレス http://hot-koshigaya.jp

FAX970-7412
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対
象
者
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
。
特
に
記
載
が
な
い
場
合
の
費
用

は
無
料
、
会
場
・
問
合
せ
は
保
健
セ

ン
タ
ー
。
◎
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
の
申
込
み
が
必
要
で
す
（
電
話

可
。
申
込
み
順
）。
電
話
番
号
の
お
か

け
ま
ち
が
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

G健康づくりのための減量を専門職が応援
します。昨年度は、最後まで参加した方の
約８割がマイナス３㌔の減量に成功しまし
た　A下表のとおり　D桜井地区センター
　F 市内在住の２０歳～７４歳の方で、腹囲（へ
そ周囲径）が８５cm以上またはBMI［体重（kg）
÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）］が２５以上の方５０
人　E４月５日豺、午前９時から直接また
は電話・メール（team-3kg.sakurai@city.ko 
shigaya.saitama.jp）で下記へ 
B桜井地区センター蕁９７０－７６００ 

４月29日 

５月３日 

５月４日 

５月５日 

休日当番医 

事前に各医療機関に電話連絡 
のうえ、受診してください 

蜴大沢医院　蕁978-3210 
　大房１０３９-１／内・胃・循 
蜴中井皮膚科医院　蕁965-7127 
　越ヶ谷１-１１-３３第１海野ビル１Ｆ 
　／皮 
蜷上川歯科医院　蕁960-2092 
　東大沢５-６-３リバーサイド越谷１Ｆ 
　／歯・小歯・歯口 

蜴越谷大袋クリニック 
　蕁978-1611 
　袋山１５５７-２５／内 
蜴レイクタウン眼科　蕁988-7245 
　東町２-８イオンレイクタウンmori１Ｆ 
　／眼 
　＊診療時間が午前１０時から午 
　　後６時まで 
蜷ひろ歯科医院　蕁966-3744 
　東越谷９-２６-１５／歯・歯口 

蜴田代クリニック愛　蕁984-7124 
　相模町６-４８４／内・皮 
蜴川原眼科　蕁954-9887 
　袋山１４０３-１／眼 
蜷歯医者の杜　蕁988-0866 
　伊原１-４-１西友蒲生伊原店１Ｆ 
　／歯・小歯・矯歯・歯口 

蜴花田内科クリニック　蕁966-1610 
　花田３-５-８／内・消内 
蜴軍司整形外科　蕁986-2408 
　南越谷４-２３-８／整 
蜷歯科クリニック三好　蕁987-8588 
　南越谷４-５-２文化エステートビル２０１ 
　／歯・小歯・矯歯 

夜間おくすり電話相談の開設 
　越谷市薬剤師会では、服用している薬
について、いつでも相談できる「かかりつけ
薬局」を持つことをお勧めしています。夜間
にかかりつけ薬局と連絡がとれないなど困っ
たときは、お気軽にお電話ください。薬剤

●
平
成
２２
年
度
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
を

　
発
行
し
ま
し
た

　
１
年
間
お
手
元
に
置
い
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、

広
報
こ
し
が
や
お
知
ら
せ
版
と
あ
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
埼
玉
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相

　
談
セ
ン
タ
ー
が
終
了
し
ま
し
た

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る

電
話
相
談
窓
口
と
し
て
設
け
ら
れ
た

同
セ
ン
タ
ー
は
、
３
月
31
日
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。
４
月
１
日
以
降

は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
春
日
部
保

健
所
（
蕁
０
４
８
＝
７
３
７
＝
２
１

３
３
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
給
付
の

　
継
続
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

F
現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
引
き

続
き
治
療
が
必
要
な
20
歳
未
満
の
方

　
C
申
請
書
、
医
療
意
見
書
、
生
計

中
心
者
の
所
得
税
関
係
証
明
書
な
ど

　
E
４
月
30
日
貊
〜
６
月
15
日
貂

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

に
春
日
部
保
健
所
へ
　
B
春
日
部
保

健
所
蕁
０
４
８
＝
７
３
７
＝
２
１
３

３
、
埼
玉
県
健
康
づ
く
り
支
援
課
蕁

０
４
８
＝
８
３
０
＝
３
５
６
１

＊
４
月
１
日
か
ら
、
越
谷
市
を
管
轄

　
す
る
保
健
所
は
春
日
部
保
健
所

　
に
な
り
ま
し
た

●
英
国
滞
在
歴
の
あ
る
方
に
関
す
る

　
献
血
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

　
１
９
８
０
年
か
ら
１
９
９
６
年

に
、
英
国
滞
在
歴
の
あ
る
方
の
献
血

制
限
が
、「
１
日
以
上（
１
泊
以
上
）」

か
ら
「
通
算
１
カ
月
以
上
（
31
日
以

上
）
」
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
英
国

滞
在
歴
が
通
算
30
日
以
下
の
方
は
、

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
。

　
た
だ
し
、
１
９
８
０
年
か
ら
２
０

０
４
年
ま
で
に
通
算
６
カ
月
以
上
の

英
国
滞
在
歴
の
あ
る
方
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
左

記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

B
埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
献

血
部
献
血
推
進
一
課
蕁
０
４
２
＝
９

８
５
＝
６
９
３
３

◎
食
生
活
相
談

A
D
４
月
15
日
貅
、
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
30
分
…
保
健
セ
ン
タ
ー
。
23

日
貊
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

…
蒲
生
地
区
セ
ン
タ
ー
　
G
生
活
習

慣
病
予
防
等
の
個
別
相
談

◎
歯
科
健
診
・
相
談

A
４
月
28
日
貉
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
　
G
歯
科
健
診
・
相
談
。
治
療

は
行
い
ま
せ
ん
　
F
20
人

◎
在
宅
訪
問
歯
科
保
健
事
業

G
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

歯
科
健
診
・
相
談
、
指
導
。
治
療
は

行
い
ま
せ
ん
　
F
身
体
が
不
自
由
で

歯
科
医
院
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
方

●
歯
科
健
康
フ
ェ
ア
の
表
彰
対
象
者

　
を
募
集

G
▽
８
０
２
０
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
…
80
歳
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上

あ
る
方
。
▽
歯
の
健
康
家
族
コ
ン
ク

ー
ル
表
彰
…
家
族
３
人
以
上
の
歯
が

健
康
な
方
　
E
５
月
14
日
貊
ま
で
。

詳
し
く
は
左
記
へ
　
B
越
谷
市
歯
科

医
師
会
蕁
９
７
８
＝
０
０
１
１

●
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種

A
F
表
１
の
と
お
り
　
C
母
子
健
康

手
帳
、
ポ
リ
オ
予
防
接
種
予
診
票

＊
心
臓
病
や
川
崎
病
な
ど
で
経
過
観

　
察
中
の
お
子
さ
ん
は
、
現
在
の
病

　
気
の
状
態
が
わ
か
る
診
断
書
や
意

　
見
書
等
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

　
い
。
ま
た
、
埼
玉
県
立
小
児
医
療

　
セ
ン
タ
ー
が
か
か
り
つ
け
の
場
合

　
は
、
申
請
に
よ
り
依
頼
書
を
発
行

　
し
ま
す
の
で
、
病
院
で
受
け
て
く

　
だ
さ
い

＊
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
た
場
合
、

　
投
与
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

　
注
意
く
だ
さ
い

●
成
人
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　
昭
和
50
年
か
ら
昭
和
52
年
生
ま
れ

の
方
の
ポ
リ
オ
の
抗
体
の
保
有
率
が

低
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
お

子
さ
ん
が
ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
受
け

る
と
き
や
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在

国
に
渡
航
さ
れ
る
と
き
は
、
再
度
予

防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
定
期
予
防
接
種
の
保
護
者
以
外
の

　
同
伴
に
つ
い
て

　
原
則
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で

す
。
し
か
し
、
保
護
者
が
接
種
対
象

者
に
同
伴
で
き
な
い
場
合
は
、
接
種

対
象
者
の
健
康
状
態
を
熟
知
す
る
親

族
等
が
同
伴
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、

保
護
者
が
接
種
に
同
意
し
て
い
る
旨

の
委
任
状
が
必
要
で
す
。
予
診
票
と

あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
男
子
厨
房
に
入
ろ
う
！
男
の
料
理

　
教
室
（
全
３
回
）

A
４
月
20
日
貂
・
５
月
14
日
貊
・
６

月
１
日
貂
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
　
G
料
理
の
基
礎
を
学
ぶ

　
F
24
人
　
H
各
回
５
０
０
円

◎
い
き
い
き
教
室
（
機
能
訓
練
教

　
室
・
全
９
回
）

A
D
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
…
保
健

セ
ン
タ
ー
。
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

…
小
児
夜
間
急
患
診
療
所
。
い
ず
れ

も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
G
運
動

の
必
要
性
や
疾
病
の
予
防
に
つ
い
て

の
体
験
と
学
習
　
F
脳
血
管
障
害
や

関
節
症
な
ど
の
既
往
が
あ
る
が
自
立

し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
方
（
要
介

護
者
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
・
医

療
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
要
す

る
方
は
除
く
）
。
お
お
む
ね
40
歳
以

上
の
方
で
各
会
場
12
人
（
電
話
申
込

み
後
、
面
接
を
行
い
決
定
）

　
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献
血
ル
ー
ム

（
蕁
０
１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
７
９
）

で
は
、
毎
日
献
血
が
で
き
ま
す
。
全

血
は
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
、
午
後

２
時
〜
５
時
30
分
。
成
分
献
血
は
午

前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後
２

時
〜
４
時
30
分
で
す
。

麻しん風しん麻しん風しん 
予防接種はお早めに予防接種はお早めに 

１期 ～24カ月未満 
生後12カ月 

２期（年長児） 　～17.4.1生まれ 
平成16.4.2

　（中学１年生相当） 
３期 

　～10.4.1生まれ 
平成9.4.2

　（高校３年生相当） 
４期 

　～5.4.1生まれ 
平成4.4.2

＊接種期間は平成23年3月31日までとなります 

４月上旬に個別通知を発送します。流行予防
のためなるべく４月～６月までにお受けください。 

問保健センター蕁９７８－３５１１ 

麻しん風しん 
予防接種はお早めに 

表1　ポリオ日程表 

＊混雑が予想されますので、8日～15日生まれの方、23日
～31日生まれの方は13：45～14：15においでください 
＊体調不良の時などは該当日より後に接種を変更してい
ただいてかまいません 
＊接種間隔の決まっている予防接種（三種混合、日本 
脳炎など）と重なってしまう場合は、ポリオの日程を変更 
していただいてもかまいません（予約不要） 

　実施日 対象となるお子さん 
４／５（月） 
 

H21.4.  1～4.15生まれ 
４／６（火） 

５／１７（月） 

4.16～4.30生まれ 
４／７（水） 5. 1～5.15生まれ
４／１３（火） 
 

5.16～5.31生まれ 
４／１５（木） 6. 1～6.15生まれ
４／１９（月） 6.16～6.30生まれ 
４／２１（水） 7. 1～7.15生まれ
４／２２（木） 7.16～7.31生まれ 
４／２６（月） 8. 1～8.15生まれ
４／２８（水） 
 

8.16～8.31生まれ 
４／３０（金） 
 

9. 1～9.15生まれ
５／１１（火） 

５／１３（木） 
 

５／２０（木） 
５／２５（火） 
 ５／２６（水） 
５／２７（木） 
５／２８（金） 
５／３１（月） 
６／２（水） 
６／７（月） 
 ６／８（火） 
 ６／１０（木） 

9.16～9.30生まれ 

H20.10.  1～10.15生まれ 
10.16～10.31生まれ 
11. 1～11.15生まれ
11.16～11.30生まれ 
12. 1～12.15生まれ
12.16～12.31生まれ 

H21.1.  1～1.15生まれ 
1.16～1.31生まれ 
2. 1～2.15生まれ
2.16～2.28生まれ 
3. 1～3.15生まれ
3.16～3.31生まれ 

　実施日 対象となるお子さん 

1
回
目

２
回
目

会場：保健センター　受付時間：13：15～14：15

薬の相談コーナー 
越谷市薬剤師会 

蜴相談日 
4/9貊・20貂・5/7貊 

午後１時～３時　蜴保健センター２階 
＊電話での相談はできません 

埼玉県立大学埼玉県立大学・越谷市共催越谷市共催 埼玉県立大学・越谷市共催 

「チームマイナス3キロ」 「チームマイナス3キロ」 

保健センター 
蕷343-0022
東大沢1-12-1

　978-3511

● 

健（
検
）診
・
相
談

予
防
接
種

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

チームマイナス3キロ日程表 
日　時 

 5月11日（火）
10：00～12：00 

5月～8月の平
日1時間30分
程度 

 8月10日（火） 
10：00～12：00

内　　容 

宣言式・計測等 

健康的に減量するためのコツ、運動・栄
養の講義、運動実技、計測・情報交換
会等へ自由に参加していただけます。 

報告会・計測等 

初
日 

（
自
由
参
加
） 

講
習 

最
終
日 
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９ 広報こしがやお知らせ版　平成21年（2009年）５月号９　　広報こしがやお知らせ版　平成22年（2010年）４月号

２月の街頭犯罪等件数　路上強盗・ひったくり　19件　自動車・オートバイ盗　48件　自転車盗　140件　侵入盗　37件 

461

越谷市医師会 
和光クリニック 
蕁964-6055 
坂下さゆり 

地域子育て支援センターの子育て講座 

保育ステーションの子育て講座 

消費生活センター 
蕷343-0813
越ヶ谷4-1-1

　965-8886

● 

皮
膚
の
真
菌
に
つ
い
て

　
人
間
の
皮
膚
で
病
気
を
起
こ
す

真
菌
と
い
え
ば
俗
に
「
水
虫
」
と

よ
ば
れ
る
「
足
白
癬
」
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
白
癬
菌
は
足

だ
け
で
な
く
全
身
の
皮
膚
に
感
染

し
て
症
状
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
頭
で
は
フ
ケ
が
ひ
ど
く

な
っ
た
よ
う
に
な
り
、
体
幹
、
四

肢
、
顔
面
、
股
部
で
は
か
さ
か
さ

し
た
淡
紅
色
の
、
と
き
に
は
環
状

の
病
変
が
現
れ
、
爪
で
は
白
く
濁

っ
て
厚
く
も
ろ
く
な
る
症
状
が
よ

く
み
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
最
近
、
日
本
で
は
今
ま
で

み
ら
れ
な
か
っ
た
種
類
の
白
癬
菌

に
よ
る
体
部
白
癬
や
頭
部
白
癬
が

柔
道
や
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
の
格
闘

技
競
技
者
の
間
で
流
行
し
て
お
り

注
意
が
必
要
で
す
。

　
乳
児
の
一
見
普
通
の
「
お
む
つ

か
ぶ
れ
」
の
原
因
が
カ
ン
ジ
ダ
菌

と
い
う
真
菌
の
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
白
癬
菌
と
違
っ
て
カ
ン
ジ
ダ

菌
は
常
在
菌
（
ふ
だ
ん
は
人
間
と

共
存
し
て
い
る
菌
）
で
、
何
ら
か

の
原
因
で
菌
が
異
常
に
増
え
る
と

「
カ
ン
ジ
ダ
症
」
に
な
り
ま
す
。

症
状
は
皮
膚
の
赤
み
や
皮
剥
け
が

多
く
、
股
部
や
わ
き
の
下
、
手
や

足
の
指
の
間
、
爪
で
よ
く
み
ら
れ

ま
す
。
免
疫
力
の
弱
い
乳
児
や
高

齢
者
、
糖
尿
病
な
ど
の
基
礎
疾
患

の
あ
る
患
者
さ
ん
は
注
意
が
必
要

で
す
。

　
一
方
、
カ
ン
ジ
ダ
菌
と
同
じ
く

常
在
菌
で
あ
る
癜
風
菌
（
マ
ラ
セ

チ
ア
属
）
は
脂
っ
ぽ
い
環
境
を
好

む
真
菌
で
、
多
く
は
健
康
な
若
い

成
人
の
皮
膚
や
毛
孔
で
増
殖
し
て

病
気
を
起
こ
し
ま
す
。
皮
膚
の
症

状
は
、
い
わ
ゆ
る
「
汗
っ
か
き
」

の
人
の
胸
や
背
中
の
（
と
き
に
広

範
囲
の
）
シ
ミ
の
よ
う
な
変
色
で

す
。
シ
ミ
の
色
は
薄
茶
色
と
白
っ

ぽ
い
も
の
の
２
通
り
で
、
そ
れ
ぞ

れ
黒
色
癜
風
、
白
色
癜
風
と
よ
ば

れ
ま
す
。
病
変
が
毛
孔
の
場
合
は

胸
や
背
中
の
ニ
キ
ビ
の
よ
う
な
症

状
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
抗
真

菌
剤
に
よ
る
治
療
の
必
要
な
病
気

で
す
（
マ
ラ
セ
チ
ア
毛
包
炎
）
。

ま
た
癜
風
菌
（
マ
ラ
セ
チ
ア
属
）

は
頭
皮
の
し
つ
こ
い
フ
ケ
の
よ
う

な
症
状
（
脂
漏
性
皮
膚
炎
）
の
原

因
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
　

　
以
上
が
、
日
常
的
に
よ
く
み
ら

れ
る
真
菌
に
よ
る
主
な
皮
膚
の
症

状
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
ま

っ
た
く
別
の
病
気
で
あ
る
「
湿

疹
」
と
見
分
け
が
難
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
皮
膚
の
病
気
の
原
因

が
真
菌
か
ど
う
か
は
、
病
変
部
の

皮
膚
や
変
色
し
た
爪
に
菌
が
み
つ

か
る
か
顕
微
鏡
で
検
査
し
て
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

就
学
援
助
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

●
消
費
生
活
相
談
事
例
「
詐
欺
ま
が

　
い
の
勧
誘
に
ご
注
意
！
未
公
開
株

　
ト
ラ
ブ
ル
手
口
が
巧
妙
化
」

【
相
談
事
例
】
　
Ａ
社
か
ら
「
近
々

上
場
す
る
Ｂ
社
の
株
を
買
わ
な
い

か
」
と
電
話
が
あ
っ
た
が
断
っ
た
。

数
日
後
に
Ｃ
社
、
Ｄ
社
か
ら
立
て
続

け
に
「
Ｂ
社
の
株
を
持
っ
て
い
な
い

か
。
持
っ
て
い
れ
ば
買
い
取
る
。
Ｂ

社
は
将
来
性
の
あ
る
会
社
だ
か
ら
今

後
値
が
上
が
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

電
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
再
び
Ａ

社
か
ら
勧
誘
が
あ
り
２
５
０
万
円
分

購
入
。
Ｂ
社
が
上
場
し
た
様
子
は
な

い
が
大
丈
夫
か
。

【
未
公
開
株
の
取
り
扱
い
】

　
上
場
し
て
い
な
い
株
の
こ
と
を
未

公
開
株
と
い
い
ま
す
。
未
公
開
株
の

売
買
や
投
資
勧
誘
が
で
き
る
の
は
、

第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
の
登
録
を

受
け
て
い
る
証
券
会
社
等
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
未
公
開
株
の
多
く

は
譲
渡
制
限
が
あ
り
、
取
得
し
て
も

そ
の
発
行
会
社
の
取
締
役
会
で
承
認

さ
れ
な
け
れ
ば
名
義
書
換
が
で
き
ず

株
主
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
①
勧
誘
業
者
や
未
公
開
株
の
発
行

会
社
が
実
在
す
る
か
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
会
社
が
実
在
し
て
い

る
か
（
法
務
局
の
商
業
登
記
簿
）
、

金
融
商
品
取
引
業
の
登
録
を
受
け
て

い
る
証
券
会
社
か
（
金
融
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
な
ど
を
確
認
し
、
少
し
で

も
不
安
が
あ
っ
た
ら
断
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
②
上
場
す
る
見
込
み
が
あ

る
か
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
未

公
開
株
の
発
行
会
社
が
上
場
す
る
と

き
は
公
募
増
資
を
行
う
場
合
が
多

く
、
公
募
増
資
す
る
際
に
は
内
閣
総

理
大
臣
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
状
況
は
金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
③
上
場
さ
れ

て
も
株
価
の
初
値
が
購
入
金
額
よ
り

高
く
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
「
近
々

上
場
す
る
の
で
値
上
が
り
確
実
」
と

い
う
勧
誘
業
者
の
説
明
を
う
の
み
に

す
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
困
っ
た

こ
と
や
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

全
国
交
通
安
全
運
動

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

消防署からのお知らせ 

◆住宅用火災警報器を設置しましょう 

　市内で、住宅用火災警報器を
設置したことによる奏功事例があり
ました。 
〈事例〉 
　調理中にガスコンロに火をつけ
たまま、その場を離れていたとこ 
ろ、内容物が焦げて煙が発生しま
した。その煙を感知した寝室の住
宅用火災警報器が作動し、警報
音が鳴りました。居住者が警報音

に気づいてガスコンロの火を消し
たため、鍋の中身を焦がしたのみ
で火災には至りませんでした。 
　越谷市では、平成２０年６月１日
からすべての住宅に住宅用火災
警報器の設置が義務付けられまし
た。火災から大切な家族や財産
を守るため、住宅用火災警報器
を設置していないご家庭は、早く
設置しましょう。 

◆一日消防署長、火災予防を呼びかける 
　３月１日から７日まで、春の火災
予防運動が実施されました。 
　３月１日、新越谷駅前広場で、
公募で選ばれた越谷市在勤の
刈谷千賀さんを一日消防署長にむ
かえ、越谷市防火安全協会役員
および女性消防団員の方 と々いっ
しょに火災予防を呼びかけました。
市民の方からは、「まずは自分の
家から火を出さないようにします」と
心強い声をいただきました。 

一日消防署長の刈谷千賀さんが啓発用 
ティッシュを配りました 

J消防本部予防課蕁９７４－０１０３ 

かり　や　　ち　　か 

ファミリー・サポート・センターファミリー・サポート・センター 　
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透

を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

A
４
月
６
日
貂
〜
15
日
貅

〈
県
下
統
一
目
標
〉

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　
防
止

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
の
着
用
徹
底
と
安
全
車

　
間
距
離
の
保
持

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

〈
越
谷
市
重
点
目
標
〉

▽
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
向

　
上

＊
４
月
６
日
貂
、
午
前
10
時
か
ら

　
北
越
谷
駅
西
口
広
場
で
出
発
式

　
を
行
い
ま
す
。
式
典
終
了
後
、

　
交
通
安
全
啓
発
品
を
配
布
し
ま

　
す

B
越
谷
警
察
署
交
通
課
蕁
９
６
４

＝
０
１
１
０
、
市
役
所
く
ら
し
安

心
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８
５

 

 　
次
の
よ
う
な
行
為
は
法
律
上
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
違
反
し
た
場
合
は
罰

則
が
あ
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
違
反
、

一
時
停
止
違
反
、
信
号
無
視
、
夜
間

の
無
灯
火
運
転
、
携
帯
電
話
を
使
用

し
な
が
ら
の
運
転
、
二
人
乗
り
、
並

進
運
転
、
急
な
進
路
変
更
な
ど
。

　
自
転
車
は
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
利

用
を
す
る
と
、
自
動
車
と
の
事
故
や

歩
行
者
と
接
触
し
怪
我
を
さ
せ
て
し

ま
う
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
自

転
車
を
利
用
す
る
際
は
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事

故
防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

B
越
谷
警
察
署
交
通
課
蕁
９
６
４
＝

０
１
１
０
、
市
役
所
く
ら
し
安
心
課

蕁
９
６
３
＝
９
１
８
５

　
市
で
は
駅
を
中
心
に
半
径
約
５
０

０
誡
以
内
を
放
置
自
転
車
等
整
理
区

域
と
し
、
１
時
間
以
上
の
放
置
自
転

車
を
撤
去
し
て
い
ま
す
。
駅
を
利
用

す
る
場
合
は
駐
輪
場
を
利
用
し
ま
し

ょ
う
。
駅
が
徒
歩
圏
内
に
あ
る
方
は

自
転
車
の
利
用
を
控
え
る
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
転
車
に
は
住
所
・
氏
名

を
記
入
し
、
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ

う
。
自
転
車
の
盗
難
被
害
に
あ
っ
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察
署
や
交
番
に

盗
難
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
の
撤
去
日
よ
り
前
に
盗
難
届
が

出
さ
れ
た
も
の
は
、
引
取
保
管
料
を

免
除
し
ま
す
（
同
日
ま
た
は
そ
れ
以

後
の
日
付
の
場
合
は
有
料
と
な
り
ま

す
）
。
な
お
、
盗
難
届
済
み
の
自
転

車
を
引
き
取
ら
れ
た
方
は
、
引
き
取

り
後
に
盗
難
届
の
取
り
下
げ
を
し
て

く
だ
さ
い
。

B
く
ら
し
安
心
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

８
５

は
く
せ
ん 

こ
　
ぶ 

む 

で
ん
ぷ
う 

も
う
ほ
う 

し
　

ろ
う
せ
い 

も
う
こ
う 

 

放
置
自
転
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

自
転
車

自
転
車
を
利
用
利
用
す
る
と
き
は

交
通
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

自
転
車
を
利
用
す
る
と
き
は

交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う



I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ　掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

広報こしがやお知らせ版　平成21年（2009年）５月号　　10

I…日時・期間　L…会場　O…内容　N…対象・定員　P…参加費・入場料　K…持ち物　M…申込み　J…問合せ　子育て電話相談は蕁960-5600（毎週水曜日、午前10時～午後3時） 

広報こしがやお知らせ版　平成22年（2010年）４月号　　10

いずれも電話での申込みは申込み順、往復はがきでの申込みは抽せんになります。 

地域子育て支援センターの 地域子育て支援センターの 子育て講座 子育て講座 

☆おひさまの子の子育て講座（増林保育所内）蕁960ー５800

日程 

5/6（木） 

5/13（木） 

5/20（木） 

5/27（木） 

5/7（金） 

5/8（土） 

5/21（金） 

費用 

50円 

100円

無料 

100 

無料 

50円 

会場 

子育てサロン 
（ヴァリエ） 

住まいの 
情報館 
（大吉464-1） 

持ち物 

なし 

かぎ針7～8号
程度1本 

なし 

水分補給用の
飲み物 

なし 

講座名（内容） 

ママと一緒に遊ぼう 

アクリルたわしを作ろう 

英語で遊ぼう～English picnic-Let's 
go to the zoo ！～ 

親子遊び・からだ遊び 

赤ちゃんと英語であそぼう 

親子講座「わくわく広場」 

親子遊び・からだ遊び 

対象 

2歳・3歳未満のお子さんと保護者
10組 

0歳～4歳までのお子さんのいる保
護者8組 

2歳～4歳11カ月未満のお子さんと
保護者10組 

1歳～1歳6カ月のお子さんと保護者
10組 

6カ月～1歳未満のお子さんと保護
者10組 

就学前のお子さんと保護者10組 

2歳・3歳のお子さんと保護者10組 

〈申込み〉　4/14（水）（消印有効）までに、往復はがきに講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの 
　年齢・電話番号を記入し、子育てサロン（蕷343-0845南越谷1-11-4新越谷駅ヴァリエ1階）へ。1人1講座のみで市
　内在住の方。応募多数の場合は抽せんとなります 

＊時間はいずれも10：30～11：30

＊開催時間：赤ちゃん広場10：30～11：30、食育講座10：30～13：00

☆たけのこの子育て講座（おおたけ保育園内）蕁977ー5311

□子育てサロン　蕁961－3623

日程 

①4/14（水） 
9：30～11：00 

②4/24（土） 
10：00～11：00

講座名（内容） 

子育て広場 
「歌や手遊び、パネルシアター等と外遊び」 
子育て講座「看護師に聞いてみよう」 
乳幼児期によくある病気やホームケア等について 

〈申込み〉　①は4/7（水）、②は4/9（金）から電話でおひさまの子へ（13：00～16：30） 

対象 

0歳～就学前のお子さんと保護者35
組 
0・1歳のお子さんと保護者15組（保 
育あり） 

費用 

無料 

日程 

4/21（水）・23（金） 
10：00～11：00 

4/28（水） 
10：00～11：00

講座名（内容） 

「こいのぼり制作」 

「おともだちになりましょう！」 
（みんなの大好きなあのキャラクターもくるよ） 

〈申込み〉　4/10（土）（消印有効）までに、往復はがきに希望講座名（はがきは講座毎）・住所・親子の氏名（ふりがな） 
　・お子さんの年齢・電話番号を記入し、たけのこ（蕷343-0034大竹815-1）へ 

対象 

21日：2歳～就学前のお子さんと保
護者30組 
23日：0・1歳のお子さんと保護者15組 

0歳～就学前のお子さんと保護者30組 

費用 

50円 

無料 

日程 

①4/16（金）・23（金） 
10：00～11：00 

②4/17（土） 
10：00～11：00 

③4/22（木） 
11：00～12：00 

④4/27（火） 
10：00～11：00

講座名（内容） 

大きくなったかな？（身長・体重測定） 

小麦粉粘土で何作る？ 

さくらレストランへどうぞ！！ 

みんなで元気に楽しく遊ぼう！ 

〈申込み〉　①④は4/12（月）、②③は4/13（火）から電話でげんきへ（13：00～17：00） 

対象 

0歳～就学前のお子さんと保護者各
5組（初めての方優先） 
1歳～就学前のお子さんと保護者15
組 
離乳食が完了したお子さんと保護者
5組（初めての方優先） 
0歳～就学前のお子さんと保護者30
組 

費用 

無料 

50円 

大人240円 
お子さん200円 

無料 

日程 

4/19（月） 
9：30～11：00 

4/26（月） 
10：00～11：00 

4/30（金） 
9：30～11：00

講座名（内容） 

お友だち集まれ！つどいの広場 

こいのぼりを作ろう 

赤ちゃん集まれ！ 
子育て講座＆つどいの広場 

〈申込み〉　4/12（月）から電話できらきら（蕁080－1058－3953）へ（13：00～16：00） 

対象 

1歳6カ月～3歳のお子さんと保護者
20組 

1・2歳のお子さんと保護者15組 

6カ月～1歳6カ月のお子さんと保護
者15組 

費用 

無料 

日程 

4/8（木） 
15：00～16：00 

4/10（土） 
10：00～11：00 

4/15（木） 
10：00～11：00 

4/17（土） 
10：00～11：00 

4/19（月） 
10：00～11：00

講座名（内容） 

おやつを食べよう（ホットケーキ） 

育児講座「今見つめたいこと、今感じたいこと」
～ちょっと立ち止まってみた方へ～ 

ペン字クラブ 

ママークラフト「クラフトかごを作りましょう」 

先生と遊ぼう ！！プレ保育 

〈申込み〉　4/5（月）から電話受け付け（10：30～16：00） 

対象 

1歳～就学前のお子さんと保護者6組 

保護者20人（有料保育あり） 

1歳～就学前のお子さんと保護者10組 

1歳～就学前のお子さんと保護者6組 

1歳～就学前のお子さん（対象児以外
の有料保育あり） 

費用 

100円 

無料 

材料費 

無料 

日程 

4/9（金）・16（金） 
10：00～11：00 

4/13（火）・20（火） 
14：00～15：00 

4/27（火） 
10：00～11：00 

4/20（火）・22（木） 
10：00～11：00 

4/23（金） 
10：00～11：00 

4/14（水）・21（水）・
28（水） 

14：00～15：00

講座名（内容） 

体を動かして遊ぼう！ 
　9日「ふれあい遊び＆運動遊び」 
16日「大きなバルーンで遊ぼう」 

すくすくベビー 
13日「一緒にあそぼう」 
20日「簡単！てづくりおもちゃ」 
27日「大きくなあれ　身体測定」

 
 

手作りしよう 
「作って飾ろう！こいのぼり」 

みんなで遊ぼう！ 
「電車を作って出発進行！」 
☆すくすくクラブ☆ 
リトミックや製作あそび 
＊3回連続講座になります。 
　3回参加される方優先です 

〈申込み〉　4/8（木）13：00から電話ですくすくへ 

対象 

　9日：1歳のお子さんと保護者20組 
16日：2歳～就学前のお子さんと保
護者20組 

0歳のお子さんと保護者各15組 

20日：2歳～就学前のお子さんと保
護者20組 
22日：1歳のお子さんと保護者20組 

1歳6カ月のお子さんと保護者20組 

2・3歳のお子さんと保護者10組 

費用 

無料 

13日・27日 
無料 

20日：50円 

各回 
50円 

無料 

各回 
50円 

☆すくすくの子育て講座（南越谷保育園内）蕁990ー５003

☆げんきの子育て講座（越谷レイクタウンさくら保育園内）蕁988ー0863

☆きらきらの子育て講座（松沢保育園内）蕁972ー6028

○北越谷保育ステーション（男女共同参画支援センター隣）蕁970ー8200

□つどいの広場はぐはぐ　蕁080－2055－2092

子育てサロンの講座 
下記講座のほか各種サロンを開催しています。詳しくは市ホームページをご覧ください。 

保育保育ステーションの子育子育て講座講座 保育ステーションの子育て講座

日程 

5/11（火）・
27（木） 

5/20（木） 

費用 

無料 

500円 

会場 

生活クラブ 
越谷生活館 

持ち物 

バスタオル 

エプロン、三角巾、
ふきん、お手ふき 

講座名（内容） 

赤ちゃん広場（赤ちゃん体操など） 

食育講座（取り分けできる離乳食メニュー） 

対象 

3カ月～10カ月のお子さんと保護者
各10組 

就園前のお子さんと保護者10組 

〈申込み〉　4/14（水）（消印有効）までに、往復はがきに講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年
　齢・電話番号を記入し、つどいの広場はぐはぐ（蕷343-0023東越谷3-6-23生活クラブ生活協同組合越谷生活館
　内1階）へ。1人1講座のみで市内在住の方。応募多数の場合は抽せんとなります 

日程 

4/10（土） 
10：00～11：30 

4/17（土） 
10：00～11：30 

4/22（木） 
14：30～15：30 

4/28（水） 
14：30～15：30 

4/30（金） 
12：15～12：45

講座名（内容） 

絵手紙サークル 
「春を描く」 
学ぼうみんなで！講師を招いて 
「お母さんが気づかない子育ての誤り」 

あつまれ！遊び場♪ 
「親子でカンタン工作」 
おしゃべりしよう！ 
「保育士と話そう」～しつけってどんなこと？～ 
おにぎりの日 
「春の食材で」～若竹煮～ 

〈申込み〉　随時電話受け付け 

対象 

大人15人（有料保育あり） 

大人20人（有料保育あり） 

0歳～就学前のお子さんと保護者15組 

0歳～就学前のお子さんと保護者15組 

0歳～就学前のお子さんと保護者10組 

費用 

無料 

○南越谷保育ステーション（南越谷1-12-11）蕁987ー6300

☆おひさまの子の子育て講座（増林保育所内）蕁960ー５800

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
子
育
て
を
支
援

す
る
援
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
や

保
育
所
へ
の
送
迎
な
ど
で
す
。

　
５
市
１
町
（
越
谷
市
・
草
加
市
・

八
潮
市
・
三
郷
市
・
吉
川
市
・
松
伏

町
）
の
希
望
す
る
セ
ン
タ
ー
で
、
育

児
の
援
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

F
５
市
１
町
在
住
・
在
勤
の
方
で
育

児
の
援
助
を
必
要
と
す
る
方
　
E
B

詳
し
く
は
各
セ
ン
タ
ー
へ

就
学
援
助
申
請

就
学
援
助
申
請
を

　
　
受

　
　
受
け
付
け
ま
す

就
学
援
助
申
請
を

　
　
受
け
付
け
ま
す

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
小
・
中
学
生
の
保
護
者
に
就
学

費
用
を
援
助
し
ま
す
。

G
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
新

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
、
校
外

活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、
医
療

費
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
保

護
者
負
担
金
、
学
校
給
食
費
　
E

４
月
15
日
貅
〜
平
成
23
年
１
月
31

日
豺
に
保
護
者
が
直
接
申
請
。
５

月
13
日
貅
ま
で
は
、
市
役
所
別
館

２
階
第
８
会
議
室
で
受
け
付
け
る

ほ
か
、
お
子
さ
ん
の
在
籍
す
る
小

・
中
学
校
を
通
じ
て
申
請
で
き
ま

す
。
５
月
31
日
豺
ま
で
に
申
請
し

認
定
さ
れ
た
場
合
、
４
月
分
か
ら

対
象
と
な
り
ま
す
。
６
月
以
降
に

申
請
し
認
定
さ
れ
た
場
合
、
翌
月

分
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。
21
年

度
に
引
き
続
き
援
助
を
希
望
す
る

場
合
も
、
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
左
記
へ
　
B
学
校
課
蕁
９

６
３
＝
９
２
８
１

ファミリー・サポート・センター ファミリー・サポート・センター ファミリー・サポート・センター 
をご利用ください 

越谷市ファミリー・サポート・センター 

（越谷市越ヶ谷4－1－1中央市民会館 

2階） 

草加市ファミリー・サポート・センター 

（草加市高砂2－11－17） 

八潮市ファミリー・サポート・センター 

（八潮市八潮3－31だいばら児童館内） 

みさとファミリー・サポート・センター 

（三郷市花和田648－1三郷市役所3階） 

よしかわファミリー・サポート・センター 

（吉川市きよみ野1－1おあしす2階 

子ども室内） 

松伏町ファミリー・サポート・センター委託 

NPO法人　親子サポートぽっぽ 

（松伏町ゆめみ野1－13－5） 

蕁・蕭960－2311 

9：30～17：00 

蕁920－1100・蕭920－1101 

8：30～19：00（日曜日、祝日を除く） 

蕁・蕭997－4321 

9：00～17：00（水曜・日曜日、祝日を除く） 

蕁953－1111（内線3307） 

留守番電話・蕭952－8041 

9：00～17：00（土曜・日曜日、祝日を除く） 

蕁・蕭984－6378 

8：30～17：00（土曜・日曜日、祝日を除く） 

蕁・蕭992－1391（庄野宅） 

8：30～17：00（土曜・日曜日、祝日を除く） 

名称（所在地） 連絡先・受付時間 

＊いずれも年末年始（12月29日～1月3日）を除く 

自
転
車
を
利
用
す
る
と
き
は

交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
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Kid's  CORNER

こども 　　　 コーナー こども 　　　 コーナー 

こども 
ニュース 

富士中学校 

初体験のラップづくりで大盛り上がり 

じょうほう ばんなるほ
ど!

こども情報板
じょうほう ばんなるほ

ど!

こども情報板
★ 今 月 の テ ー マ ★ 

こしがや みんわ 

越谷の民話⑯ 

ひ
だ
り 

り
ゅ
う 

じ
ん 

ろ
う

ご

　
左
甚
五
郎
の
竜

　
左
甚
五
郎
の
竜

　
左
甚
五
郎
の
竜

　
左
甚
五
郎
の
竜

　
左
甚
五
郎
の
竜
３

す こ や か さ ん  
こんにちは 

問広報広聴課 
　�963-9117

す こ や か さ ん  

今も清蔵院の門にある左甚五郎の竜 
いま もん ひだり りゅう じんごろう せいぞういん 

埼玉県小児救急電話相談（19時～23時。休日は9時～23時）は�#8000へ 　　　　　　 こんにちはすこやかさんは、はがきまたは市ホームページから申込みできます 

応募のしかた 

　4月15日（消印有効）までには

がきに、答え・住所・氏名（ふ

りがな）・学校名・学年・広報

に取り上げてほしいことなどを

書いて、�343-8501越谷市役所「広

報こしがやこどもクイズ」係ま

で。正解者の中から抽せんで10

人の方に記念品を差し上げます。 

　当せん者の発表は、記念品の

発送をもってかえさせていただ

きます。 

応募できる人 

　市内に住んでいる小・中学生 

 3月号（446回）のこたえ 

　③「スピードスケート」です。 

　（応募14通　正解14通） 

第447回問題 

地球温暖化が問
題になっているね。

いま二酸化炭素を発生し
ないクリーンなエネルギー
が、求められているよ。何を
活用したエネルギーかな。 
　「○○光発電」 
○○に文字を入れてね。 

＊ヒント 
　天気のいい日は空に輝いている、
無限のエネルギーだよ 

▲大平哲也ちゃん 

　（H20.10.9 東越谷） 

▲菅野いろはちゃん 

　（H20.1.5 七左町） 

▲佐藤　結ちゃん 

　（H17.12.28 東大沢） 

おおひら てつや 

▲白坂俊彰ちゃん 

　（H20.7.28 蒲生寿町） 

しらさか としあき 

大
相
模
小
で
夢
の
課
外
授
業

児
童
が
ラ
ッ
プ
づ
く
り
を
体
験

ゆい さ と う かんの 

2年 

池田　京史さん 
いけだ あつし 

3年 

松井　拓実さん 
たくみ まつい 

あ
ふ 

　
３
月
３
日
、
大
相
模
小
で
、
音

楽
グ
ル
ー
プ
m
―
f
l
o
（
エ
ム

・
フ
ロ
ー
）
の
V
E
R
B
A
L

（
バ
ー
バ
ル
）
さ
ん
を
迎
え
、
６

年
生
を
対
象
に
「
夢
の
課
外
授

業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
バ
ー
バ
ル
さ
ん
は
児
童
に
曲
の

作
り
方
を
尋
ね
ら
れ
る
と
、
即
興

で
ラ
ッ
プ
を
披
露
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
児
童
た
ち

は
「
中
学
生
へ
G
O
！
」

の
テ
ー
マ
で
ラ
ッ
プ
づ
く

り
を
体
験
。
と
ま
ど
っ
て

い
た
児
童
も
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
最
後
は
振
り

付
け
を
交
え
て
ラ
ッ
プ
を

完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

＊
ラ
ッ
プ
…
メ
ロ
デ
ィ
を

●
で
き
る
だ
け
つ
け
ず
、

●
話
し
こ
と
ば
に
近
い
音

●
の
上
げ
下
げ
を
つ
け
て

●
発
声
す
る
歌
い
方

「香取神社」松井拓実 

人
に
優
し
い 

　
町
づ
く
り
と
は
… 

深
谷
　
菜
津
美 

3年 

深谷菜津美さん 
ふかや な つ み 

　
蒲
生
の
清
蔵
院
に
宿
を
か
り
た
一
人

の
若
者
が
、
お
礼
と
し
て
見
事
な
竜
を

板
に
彫
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
竜
は
夜

に
な
る
と
田
畑
を
荒
ら
し
た
た
め
、
村

人
は
竜
の
目
に
釘
を
打
っ
た
の
で
す 

が
、
竜
は
前
よ
り
も
ひ
ど
く
荒
ら
し
ま

わ
り
ま
し
た
。 

　
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
お

坊
さ
ん
は
、
竜
の
額
に
金
網
の
囲
い
を

し
て
、
両
眼
の
釘
を
ぬ
い
て
や
る
と
、 

「
竜
よ
、
村
人
た
ち
が
困
っ
て
い
る
。

作
物
を
荒
ら
し
た
り
し
て
は
い
け
な
い

よ
」 

と
、
や
さ
し
く
語
り
か
け
て
や
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
竜
は
お

と
な
し
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
こ
の
竜
を
彫
っ
た
若
者
は
、
左
甚
五

郎
と
い
う
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で 

す
。
甚
五
郎
の
彫
っ
た
竜
や
虎
が
、
夜

に
な
る
と
抜
け
出
し
て
、
田
畑
を
荒
ら

し
て
ま
わ
る
と
い
う
話
は
、
ほ
か
に
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
う

し
て
甚
五
郎
の
竜
や
虎
は
村
の
人
た
ち

に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と
を
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
わ
け
は
残
念
な

が
ら
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

　 

が
も
う
　
　 

せ
い
ぞ
う
い
ん
　
　 

や
ど
　
　
　
　
　
　
　   

　
ひ
と
り

　
　
わ
か
も
の
　
　
　
　
　
　 

れ
い
　
　
　
　
　
　 

み
ご
と       

り
ゅ
う 

い
た
　
　  

ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

り
ゅ
う 

　  

よ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　  

た
は
た
　
　  

あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ら 

び
と
　
　
り
ゅ
う
　
　 

め
　
　
　 

く
ぎ
　
　   

う 

　
　
　   

り
ゅ
う
　   

ま
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

あ 

　
　
な
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

た
の 

ぼ
う
　
　
　
　
　
　
　    

り
ゅ
う
　 

ひ
た
い
　 

か
な
あ
み
　
　
か
こ 

　
　
　
　
　  

り
ょ
う
め   

　
く
ぎ 

　   

り
ゅ
う
　
　
　   

む
ら
び
と
　
　
　
　
　
　
こ
ま 

さ
く
も
つ
　
　  

あ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

か
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゅ
う 

　
　
　
　
　   

り
ゅ
う
　
　
ほ
　
　
　
　   

わ
か
も
の
　
　
　     

ひ
だ
り
じ
ん
ご 

ろ
う
　
　
　
　
　
　   

ひ
と 

　
　
　
　
じ
ん
ご
ろ
う
　
　 

ほ
　
　
　
　  

り
ゅ
う
　
　
と
ら
　
　
　   

よ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　   

ぬ      

　  

だ
　
　
　
　
　
　
　
た
は
た
　
　   

あ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

は
な
し 

　
　
　
　
じ
ん
ご
ろ
う
　   

り
ゅ
う
　   

と
ら
　
　
む
ら
　
　
ひ
と 

　
　
め
い
わ
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ざ
ん
ね
ん 

　
　
　
　
つ
た 

　
国
語
で
、
「
人
に
優
し
い
町
づ
く

り
」
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
私
の
町
に
つ
い
て
も
考
え
て

み
る
と
、
段
差
の
多
さ
が
気
に
な
り

ま
し
た
。 

　
私
の
祖
父
は
、
私
が
小
学
校
一
年

生
の
冬
か
ら
、
脳
梗
塞
で
入
院
し
て

い
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
、
ず
っ
と
寝

た
き
り
で
し
た
が
、
今
は
か
な
り
回

復
し
、
調
子
の
良
い
時
に
は
、
車
椅

子
で
近
く
の
公
園
に
行
き
ま
す
。
左

の
手
足
が
不
自
由
な
た
め
、
誰
か
が

必
ず
車
椅
子
を
押
し
ま
す
。
病
院
の

出
入
り
口
に
は
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
ま

す
が
、
町
に
出
て
見
れ
ば
見
掛
け
る

事
は
少
な
い
で
す
。
私
の
家
に
外
泊

す
る
時
も
、
正
面
に
あ
る
五
・
六
段

の
階
段
で
も
、
誰
か
が
か
つ
い
で
上

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
達
に

と
っ
て
は
何
気
な
い
段
差
で
も
、
車

椅
子
の
方
、
ま
た
、
そ
の
方
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
人
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
大
変

で
す
。
だ
か
ら
、
車
椅
子
の
弁
護
士
、

村
田
さ
ん
の
気
持
ち
は
と
て
も
良
く
わ

か
り
ま
し
た
。
一
人
で
好
き
な
時
に
好

き
な
所
に
行
く
こ
と
、
行
動
の
自
由
が

保
障
さ
れ
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で 

す
。 

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
勇
気
を
出
し 

て
、
町
で
困
っ
て
い
る
方
を
見
か
け
た

ら
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。 

　 　
＊
次
回
は
南
越
谷
小
学
校
で
す 

▲鶴田奈桜ちゃん美羽ちゃん
　（H21.4.14 H18.9.8 蒲生） 

つる た な お み う 

☆
作
品
の
学
年
は
旧
学
年
で
す 

の
う
こ
う
そ
く 

く
る
ま
い 

す 

ひ
ろ
う

そ
っ
き
ょ
う 
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各種相談（祝日を除く） 相談は無料です

テレビ 
広報番組 

市民 

法律（予約制） 

税務 

行政 

行政書士 

登記 

不動産 

マンション管理 

住宅リフォーム・耐震 

消費生活 

女性 

人権 

人権 

内職・労働・経営 

発明・特許工業所有権 

職業・雇用 

青少年 

教育 

家庭児童 

越谷cityメール 
配信サービス 

＊詳しくは、市ホー
ムページをご覧く
ださい 

J広報広聴課 
　蕁９６３－９１１７ 

市 の 人 口  
平成22年３月１日現在 

人口 

世帯 

32万6189人 

13万5138世帯 

（前月比252人増） 

（前月比163世帯増） 

男 

女 

16万3431人 

16万2758人 

（前月比133人増） 

（前月比119人増） 

一般…毎週月曜～金曜日。午前９時～午後４時30分（正午～午後１時を除く）。
中央市民会館４階第１相談室。日常生活全般における相続、債権、債務、 

離婚、賠償などの民事関係や市政に関することについて。／交通事故…毎週月曜・
木曜日、毎月第1・3火曜日。午前９時～午後４時30分（正午～午後１時を除く）。
中央市民会館４階第1相談室。交通事故による補償問題や手続きなどについて。
事前にご連絡ください。問合せ／くらし安心課蕁963-9156 

毎週水曜日（予約は前日の火曜日午後１時から、電話で受け付
け。定員８人）。午後１時20分～４時20分。中央市民会館４階 

第２相談室。毎月第１・３・４金曜日（予約は前日の木曜日、午後１時から電
話で受け付け。定員８人）。午後１時20分～４時20分。中央市民会館４階第４相
談室。／夕刻…毎月第２金曜日（予約は前日の木曜日、午後１時から電話で受
け付け。定員６人）。午後４時～７時。中央市民会館４階第４相談室。いずれも
市民生活における法律上の諸問題、交通事故による補償問題、手続きなどにつ
いて弁護士が相談に応じます。問合せ／くらし安心課蕁963-9156 

税理士…毎月第１月曜日。午前10時～午後3時（正午～午後１時を除く）。
中央市民会館4階第2相談室。税金関係全般について関東信越税理士会越 

谷支部の税理士が相談に応じます。問合せ／くらし安心課蕁963-9156 

越谷税理士会税務相談所…毎週月曜・木曜日。午後１時～４時。越谷税理士会
税務相談所（赤山町３－３－４草島商店３階、越谷税務署前） 。税金関係全般
について関東信越税理士会越谷支部の税理士が相談に応じます。事前にご連絡
ください。問合せ／関東信越税理士会越谷支部蕁962-6131 

毎月第２金曜日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。中央市
民会館４階第２相談室。国・県・市の行政上の諸問題について行政相談 

委員が相談に応じます。問合せ／くらし安心課蕁963-9156 

毎月第１金曜日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。
中央市民会館４階第２相談室。相続、遺言、遺産分割協議書、内容 

証明、契約、告訴、会社設立、営業許可、農地転用、開発許可、金銭貸借に関
する書類の作成・申請代理業務等について埼玉県行政書士会越谷支部の行政書
士が相談に応じます。問合せ／くらし安心課蕁963-9156 

毎月第１水曜日。午前９時～正午。中央市民会館４階第２相談室。登記、
供託、分筆、表示など、法務局・裁判所に提出する書類について司法書士 

と土地家屋調査士が相談に応じます。問合せ／くらし安心課蕁963-9156 

毎月20日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。埼玉県宅建
協会越谷支部（市役所駐車場隣）。不動産に関することについて弁護士 

と相談員が相談に応じます。問合せ／埼玉県宅建協会越谷支部蕁964-7611 

毎月第３火曜日（予約は第２火曜日まで）。午後１時30分～
４時30分。中央市民会館４階第４相談室。市内マンション 

の管理等について埼玉県マンション管理士会会員が相談に応じます。問合せ／
建築住宅課蕁963-9205 

毎月第３火曜日（予約は第２火曜日まで）。午前
９時30分～11時30分。中央市民会館４階第４相談室。 

住宅リフォームの留意点や耐震診断、改修の技術的内容について、埼玉建築士
会・埼玉県建築士事務所協会会員が相談に応じます。問合せ／建築住宅課蕁
963-9205 

毎週月曜～金曜日。午前９時30分～午後３時30分（正午～午後１時
を除く）。中央市民会館４階消費生活センター。商品やサービスの疑 

問や不審、訪問販売のトラブルなどについて。問合せ／消費生活センター蕁965-
8886 

生き方・パートナー相談（DV（配偶者等からの暴力）相談を含む）…毎週
火曜・木曜・金曜日。午後１時～２時。毎週土曜・日曜日。午前10時～ 

午後２時（正午～午後１時を除く）。電話相談（面接は予約制。予約の受け付
けは、月曜日を除く毎日。午前９時～午後５時）。問合せ／男女共同参画支援
センター蕁970-7410 

毎月第１・３木曜日。午後１時～４時。中央市民会館４階第４相談室。
人権擁護委員が相談に応じます。問合せ／人権推進課蕁963-9119 

毎週月曜日。午前９時～午後４時。さいたま地方法務局越谷支局。問合
せ／さいたま地方法務局越谷支局総務課蕁966-1337 

内職…毎週火曜・木曜日。午前10時～午後３時30分（受
け付けは午前10時～11時30分、午後１時～３時）。内職、 

あっせん、求人（仕事を出す方）について。／早期就職（キャリアコンサルタ
ント）…毎週月曜～金曜日（月曜～水曜日は要予約）。午前９時～午後４時（正
午～午後１時を除く）。早期就職に向けた総合的なコンサルティング。／労働
（社会保険労務士）…毎週金曜日。午後１時～４時。賃金、労災、雇用、厚生
年金などについて。／事業資金…毎月第２水曜日。午後１時～４時。中小企業
者のための金融について（要予約。毎月第１水曜日までにご連絡ください）。
いずれも産業雇用支援センター３階相談室。問合せ／産業支援課蕁967-4680 

創業・経営…毎週月曜～金曜日、毎月第２土曜日。午前９時～午後４時（正午
～午後１時を除く）。産業雇用支援センター二番館。開業、経営、経営革新な
どについて。問合せ／産業雇用支援センター二番館事務室蕁967-2424 

４月23日（金）。午前10時～午後4時（正午～午後
1時を除く）。産業雇用支援センター４階。問合せ 

／（社）発明協会埼玉県支部】048-645-4412 

職業紹介・相談…毎週月曜～土曜日。午前８時30分～午後７時（土
曜日は午前10時～午後５時）／求人受付・雇用保険（適用・給付） 

…毎週月曜～金曜日。午前８時30分～午後５時15分。いずれもハローワーク越
谷。問合せ／ハローワーク越谷蕁969-8609 

毎週火曜・水曜・金曜日。午前９時～午後４時。青少年相談室（増林
３－４－１越谷市教育センター内）。青少年の非行、家庭内暴力、い 

じめ等。問合せ／青少年相談室蕁964-0272 

毎週月曜～土曜日。午前９時～午後５時（電話相談の受け付けは午後８
時30分まで）。越谷市教育センター（増林３－４－１）。幼児～中学生の 

いじめ、不登校、発達相談、就学相談等。申込み・問合せ／越谷市教育センタ
ー教育相談担当蕁962-9300、962-8601。ハートコール（子ども専用電話相談）
は蕁962-8500 

毎週月曜～金曜日。午前９時～午後４時。中央市民会館４階相談室（電
話可）。しつけや習慣、不登校、いじめ、非行、家族関係など18歳まで 

の相談を行います。問合せ／家庭児童相談室（児童福祉課）蕁964-2111

〈4月放送の主な内容〉 
・福祉なんでも相談窓口の
開設、４月から新しくな
った施設、平成22年度の
主な事業 
・特集：元荒川緑道散策 
・ズームアップ：越谷産米
を使用した地酒「越ヶ谷
宿」 

〈放送日〉 

8：30～９：00 
　17：30～18：00

■テレ玉
4月17日貍・18日豸 
9：30～10：00

■ＪＣＮ関東

4月19日豺～25日豸

問  広報広聴課 
　蕁963－9117

＊番組は市ホームページ
（アドレスは１面に掲載）
でもご覧になれます 

……………………………… 

タウンビート 

キ
グ
レ
サ
ー
カ
ス
開
催
中

し
ら
こ
ば
と

水
上
公
園
で
 

5
月
9
日

ま
で
開
催

リ
ユ
ー
ス
展
を
開
催

リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
で
 

販
売
方
法
が

入
札
方
式
に

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

ア
ー
ト
で
ま

ち
を
元
気
に
 

サ
ン
シ
テ
ィ

で

開

催

かわいい動物たちも華麗な技を披露します 

修理すればまだまだ使えます 

プロの演奏に子どもたちも手拍子で参加 

　
３
月
22
日
、
サ
ン
シ
テ
ィ
で

譛
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
主
催
（
市
教
育
委
員
会
共 

催
）
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
音
楽
の

世
界
へ
よ
う
こ
そ
！
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の

方
に
芸
術
を
も
っ
と
身
近
に
感

じ
て
も
ら
お
う
と
、
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
公

共
ホ
ー
ル
の
共
同
企
画
で
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
今

回
は
、
デ
ュ
オ
・
ル
ク

レ
ー
ル
（
サ
ッ
ク
ス
と

ピ
ア
ノ
）
と
ナ
ー
ス
・

ロ
グ
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）

の
皆
さ
ん
が
プ
ロ
の
演

奏
を
披
露
。
ふ
だ
ん
劇

場
に
入
り
づ
ら
い
未
就

学
児
を
連
れ
た
親
子
連

れ
も
大
勢
足
を
運
び
、

楽
し
い
休
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。
今
後
も
シ
リ

ー
ズ
で
開
催
予
定
で
す
。 

　
３
月
20
日
〜
５
月
９
日
、
し

ら
こ
ば
と
水
上
公
園
の
特
設
会

場
で
、
キ
グ
レ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
サ
ー
カ

ス
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
県

や
市
な
ど
の
後
援
で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
越
谷
市
で
は
14

年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。 

　
初
日
の
３
月
20
日
、
会
場
に

は
家
族
連
れ
を
中
心
に
多
く
の

方
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。
お
ち

ゃ
め
な
ピ
エ
ロ
の
演 

技
、
犬
や
猿
な
ど
が
登

場
す
る
動
物
シ
ョ
ー 

に
、
会
場
か
ら
は
笑
い

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
決
死
の
オ

ー
ト
バ
イ
シ
ョ
ー
、
は

ら
は
ら
ド
キ
ド
キ
の
空

中
ブ
ラ
ン
コ
や
綱
渡
り

に
は
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
約
２
時
間

の
公
演
は
見
所
満
載
。

詳
し
く
は
今
号
の
７
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
３
月
11
日
〜
30
日
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
で
、
粗
大
ご
み
と

し
て
出
さ
れ
た
家
具
類
等
を
修

理
再
生
し
販
売
す
る
リ
ユ
ー
ス

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、リ
サ
イ
ク
ル
品
の
普
及
と
、

市
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
啓

発
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。 

　
今
回
か
ら
、
販
売
方
法
が
入

札
方
式
に
変
わ
り
、
３

月
11
日
〜
17
日
の
期
間
、

入
札
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
で
値
を
つ
け
る
と

あ
っ
て
、
訪
れ
た
方
の

品
物
を
見
る
目
も
真
剣

そ
の
も
の
。
欲
し
い
一

品
に
、
最
低
提
供
価
格

か
ら
50
円
単
位
で
希
望

額
を
つ
け
ま
す
。 

　
期
間
中
に
展
示
さ
れ

た
食
器
棚
や
タ
ン
ス
、

い
す
、
机
な
ど
86
点
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

福祉なんでも相談窓口開設 

上
限
は
戸
建
て
3
・
5
kw
、マ
ン
シ
ョ
ン
10
kw

子
ど
も
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

子
ど
も
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

お
　
と
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市
長
と
し
て
の
施
政
方
針
を
申
し

述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し
て
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
の

内
外
に
お
い
て
歴
史
的
な
政
権
交
代

が
行
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
オ
バ
マ

政
権
が
、
日
本
で
は
鳩
山
政
権
が
誕

生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
の
国
政
へ

の
関
心
の
高
ま
り
を
実
感
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
流
行
に
よ

り
、
世
界
各
国
の
危
機
管
理
対
応
能

力
が
問
わ
れ
た
１
年
で
も
ご
ざ
い
ま

し
た
。
政
府
は
、
昨
年
11
月
の
月
例

経
済
報
告
に
お
い
て
３
年
５
カ
月
ぶ

り
に
デ
フ
レ
を
宣
言
し
ま
し
た
が
、

物
価
下
落
が
景
気
全
般
へ
及
ぼ
す
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
12
月
に

決
定
し
た
緊
急
経
済
対
策
を
平
成
21

年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
反
映
さ
せ
、

景
気
の
テ
コ
入
れ
を
は
か
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
と
併
せ
て
提
出

さ
れ
ま
し
た
平
成
22
年
度
一
般
会
計

の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比
４
・

２
謾
増
の
92
兆
２
９
９
２
億
円
、
そ

の
う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳

出
は
対
前
年
度
比
３
・
３
謾
増
の
53

兆
４
５
４
２
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 

　
本
市
に
お
い
て
は
、
固
定
資
産
税

な
ど
で
わ
ず
か
に
増
収
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
景
気
後
退
の
影
響
を
受

け
、
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
で

大
き
く
減
収
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

歳
入
確
保
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。 

　
私
に
と
り
ま
し
て
、
就
任
後
初
め

て
の
予
算
編
成
で
し
た
が
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
や
所
信
表
明
に
掲
げ
た
新
た

な
政
策
を
実
現
す
る
た
め
、
経
営
感

覚
や
コ
ス
ト
意
識
を
重
視
し
歳
出
削

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
歳
入
全
般

の
状
況
を
見
な
が
ら
、
実
施
可
能
な

施
策
に
つ
い
て
、
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
平
成
22
年
度
の
越
谷
市
一
般
会
計

予
算
は
、
対
前
年
度
比
９
・
３
謾
増

の
７
６
７
億
円
、
さ
ら
に
各
特
別
会

計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比

５
・
７
謾
増
の
１
３
９
７
億
１
５
０

万
円
で
編
成
い
た
し
ま
し
た
。 

　
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
第

３
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基

本
計
画
の
締
め
く
く
り
と
な
る
第
二

期
実
施
計
画
の
適
正
な
進
行
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
内
部
事
務
の
効
率
化
を
推
進
し
、

複
雑
化
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
へ
の

円
滑
な
対
応
を
は
か
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し
た

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
や
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
危
機
管
理
対
応
と

し
て
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
各
業
務

の
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

安
全
・
安
心
な
電
子
自
治
体
の
構
築

に
向
け
、
個
人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
確
保
に
十
分
に
配
慮
し
た

情
報
化
施
策
を
積
極
的
か
つ
効
率
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書
自
動

交
付
機
の
利
用
促
進
の
た
め
、「
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
交
付
手
数

料
は
、
今
年
度
も
無
料
と
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
公
有
財
産
の
適
切
な
管

理
と
普
通
財
産
の
貸
付
け
や
売
払
い

を
行
う
な
ど
、
経
済
的
か
つ
効
率
的

な
運
用
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
景
気
の
低
迷
が
続
い
て
い
る
現
在

に
お
い
て
、
か
つ
て
の
よ
う
な
歳
入

の
伸
び
を
見
込
ん
だ
網
羅
的
な
事
業

展
開
は
望
む
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
方
で
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
う
事

務
の
増
大
の
流
れ
は
さ
ら
に
加
速
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
に
あ
っ
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
た
い
と
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
 

　
そ
う
し
た
思
い
を
職
員
一
同
と
強

く
持
ち
続
け
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財

源
や
人
員
な
ど
の
経
営
資
源
を
最
大

限
活
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
真
に

必
要
と
す
る
施
策
を
こ
れ
か
ら
も
適

切
に
実
施
し
て
い
く
た
め
、
行
政
評

価
制
度
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
を
は

か
り
、
各
事
業
の
不
断
の
点
検
お
よ

び
見
直
し
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
第
４
次
行
政
改
革
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
総
仕
上
げ

を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
に
続
く
今

後
の
効
果
的
な
行
政
改
革
の
推
進
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、

市
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
確

保
を
は
じ
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ

り
一
層
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
組

織
の
機
能
を
一
段
と
高
め
、
時
代
や

情
勢
の
変
化
に
即
応
で
き
る
簡
素
で

効
率
的
な
執
行
体
制
の
確
立
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

　
な
お
、
平
成
22
年
４
月
１
日
時
点

の
職
員
数
を
平
成
17
年
４
月
１
日
時

点
よ
り
１
２
５
人
少
な
い
体
制
と
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
定
員
管

理
計
画
に
つ
い
て
は
、
計
画
ど
お
り

に
目
標
を
達
成
で
き
る
見
込
み
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

　
 

　
昨
年
、
本
市
に
お
い
て
は
、
念
願

で
ご
ざ
い
ま
し
た
自
治
基
本
条
例
が

制
定
さ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
主
人

公
と
し
た
「
参
加
と
協
働
」
を
原
則

と
す
る
「
住
み
よ
い
自
治
の
ま
ち
づ

く
り
」
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。
今
年
４
月
か
ら
は
、
条
例

の
実
効
性
の
確
保
と
適
切
な
運
用
を

は
か
る
た
め
、
自
治
基
本
条
例
推
進

会
議
を
発
足
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
本
条
例
の
基
本
理
念
と
基
本
原

則
に
則
り
、
昨
年
度
か
ら
第
４
次
越

谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越
谷
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
市
内

13
地
区
で
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
や
市

民
懇
談
会
が
活
発
に
行
わ
れ
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
を

実
施
し
、
さ
ら
に
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、13
地
区
の
代
表
者
や
有
識
者
、

さ
ら
に
は
、
関
係
団
体
の
代
表
者
や

一
般
公
募
に
よ
る
委
員
で
構
成
す

る
総
合
振
興
計
画
審
議
会
を
立
ち

上
げ
、
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
策
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、30
万
都
市
と
し
て
自
立
し

た
市
政
運
営
を
行
う
た
め
、
地
方
分

権
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
今
後
の

県
か
ら
の
権
限
移
譲
を
積
極
的
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
私
は
、
常
に
「
行
政
は
市
民
の
た

め
」
と
の
認
識
の
も
と
に
、
全
職
員

と
こ
の
こ
と
を
共
有
し
、
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
安
心
度
埼

玉
№
１
の
越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ

る
越
谷
」
の
２
つ
を
私
の
「
越
谷
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
基
本
理
念

と
し
て
、「
子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ

く
り
」「
医
療
・
介
護
の
充
実
し
た
ま

ち
づ
く
り
」「
教
育
・
環
境
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
」「
市
民
力
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
」「
産
業
の
振
興
と

雇
用
を
増
や
す
ま
ち
づ
く
り
」
そ
し

て
、「
生
活
第
一
を
目
指
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
の
６
つ
の
基
本
政
策
の
実

現
に
向
け
て
全
力
を
傾
注
し
市
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、

そ
し
て
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

（施政方針、予算概要、教育行政方針、議会） 

　
平
成
22
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
3
月
定
例
市

議
会
が
、
2
月
24
日
か
ら
3
月
17
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ

れ
、
高
橋
市
長
は
新
年
度
の
市
政
運
営
や
主
な
事
業
に
つ
い

て
施
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
特
集
号
で
は
、
施
政
方
針
と
教
育
行
政
方
針
、
22
年
度

の
予
算
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
安
心
度
埼
玉

安
心
度
埼
玉
No.１
の
越
谷
越
谷
」
と

「
市
民
市
民
が
誇
れ
る
越
谷
越
谷
」
を
目
指
目
指
し
ま
す

 「
安
心
度
埼
玉

安
心
度
埼
玉
No.１
の
越
谷
越
谷
」
と

「
市
民
市
民
が
誇
れ
る
越
谷
越
谷
」
を
目
指
目
指
し
ま
す

 「
安
心
度
埼
玉
No.１
の
越
谷
」
と

「
市
民
が
誇
れ
る
越
谷
」
を
目
指
し
ま
す
 

 

地域子育て支援センターを併設した新方保育所 

相談窓口を一元化した「福祉なんでも相談窓口」 

施政方針の全文は、行政資料コーナー（市役所本庁舎北側別館隣）でご覧いただけるほか、市ホームページにも掲載しています 

建て替えが終了した新しい蒲生分署 

住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

  

5
年
間
で
1
2
5
人
削
減

定
員
管
理
の
目
標
を
達
成

 

6
つ
の
基
本
政
策
の

実
現
に
向
け
て
全
力
を
傾
注

 

高橋　努市長 

（
抜
粋
） 



増林に建設される仮称越谷市障がい者施設 

一般会計・特別会計・病院事業会計を合わせて 

予算は総額1397億150万円 

歳 入 

一般会計の内訳 ※1万円未満は適宜四捨五入　％は構成比、カッコ内は対前年度比 

一
般
会
計
予
算
は
7
6
7
億
円

市
税
は
対
前
年
度
比

2
・
7
謾
減

平成22年度の
主 な 新 規 事 業

 

○出羽地区センター整備事業　1億5841万円
　出羽地区センター整備事業を進めるため、
地区センター建設用地を取得します。　　 
○大沢地区センター整備事業　　　500万円
　大沢地区センター整備事業を進めるため、
建設計画等を策定します。　　 
○災害予防対策事業(地震ハザードマップ作
成委託料)　　　　　　　　　　　800万円
　震災時に市民が適切に判断し行動できるよ
う、揺れやすさ・液状化および家屋倒壊の危
険度などを掲載した地震ハザードマップを作
成し、全戸配布を行います。　　 

 

○福祉なんでも相談窓口事業　　　　24万円
　福祉に関する窓口一元化のため「福祉なん
でも相談窓口」を開設します。　　 
○メタボリックシンドローム対策事業委託料

40万円 
　市民一人ひとりの積極的な健康づくりを推
進するため、埼玉県立大学との共同研究のも
と、メタボリックシンドロームに着目した生
活習慣病対策の充実を図ります。　　 
○新型インフルエンザ予防接種助成金

8000万円 
　個人の重症化を防止するため、新型インフ
ルエンザワクチンを接種した方のうち、低所
得世帯および国が定めた優先的に接種する方
に対し、接種費用の一部を助成します。 
＊平成21年10月から国の事業として継続実
施している新型インフルエンザワクチン接
種事業に対する費用助成とは異なります　 
○大袋保育所整備事業　　　　　　　60万円
　保育環境の充実と待機児童の多い0～2歳
の低年齢児の受け入れ枠の拡大を図るため、
大袋保育所の建て替えに向けた測量等を行い
ます。　　 
○学童保育室建設事業　　　　  　5450万円
　待機児童の解消と保育の充実を図るため、
入室希望の多い桜井南学童保育室について、
２室化に向けた施設整備を行います。 
○私立保育所整備助成事業　　2億4340万円
　待機児童の解消のため、社会福祉法人等が
運営する私立保育園の施設整備に対し助成し
ます。　　 
○子どもショートステイ事業　　　　30万円
　保護者の出産や疾病などの場合、一定期間、
児童養護施設等に委託し児童の養育・保護を
行い、子育て支援の充実を図ります。 
○こども医療給付費　　　　　　6億9000万円
　子どもの健康増進と医療費負担の軽減を図
るため、平成22年10月診療分から通院医療
費の支給を小学校就学前から中学校修了まで
に拡大します。　　 
○子ども手当給付費　　　　　　　　60億円
　次代を担う子どもの成長および発達に資す
ることを目的に、中学校修了までの子どもを
養育している方に、平成22年4月から月額1
万3000円の子ども手当を支給します。　 
○障がい者計画策定事業　　　　　800万円
　福祉のまちづくりをさらに推進するため、
平成22年度までを計画期間とする現行の障
がい者計画の進捗状況を把握し、課題等を整
理しながら新たな計画を策定します。　　 
○老人福祉センター整備事業　　　　270万円
（仮称）第4老人福祉センターの整備に向け
た測量を行います。 

 
　　 

○市道70002号線整備事業　　　　3980万円
　越谷駅東口第一種市街地再開発事業に合わ
せて、駅周辺の交通環境の向上を図るため整
備を進めます。　　 
○橋りょう施設維持管理事業　　　 300万円
　生活基盤となる橋りょうの安全性の向上を
図る補修や補強に取り組むため、長寿命化修
繕計画を作成します。　　 

 

○災害予防対策事業(地域防災計画策定委託料、
備蓄材料費）　　　　　　　　　1300万円
　災害時に市民の安全を守るため、地域防災
計画の改定を行います。また、災害時のため
の備蓄資器材の充実を図ります。　　 
○防災施設整備事業　　　　　1億1990万円
　防災行政無線設置工事および耐震性飲料用
貯水槽等設置工事などを実施し、防災施設の
改善・充実を図ります。　　 
○環境管理計画策定事業　　　　　250万円
　市環境条例に規定された環境に関する基本
計画である環境管理計画の改定を行います。
○ごみ減量・リサイクル計画推進事業

　400万円 
　ごみの減量やリサイクルの新たな目標を設
定し、目標達成に向けた基本方針や施策の見
直しを行うことにより、ごみの減量・資源化
の推進を図ります。　　 
○既存建築物改修促進事業　　　　400万円
　市内にある木造住宅について、耐震診断や
耐震改修費用の一部を補助します。また、本
年から新たに分譲マンションに対して、耐震
診断の費用の一部を補助し、耐震改修を促し、
災害に強い安全で安心なまちづくりを行いま
す。 
○消防団施設整備事業　　　　　　2449万円
　地域の防災活動拠点である消防団器具置場
用地の購入および器具置場の更新整備を行い、
消防団施設の充実を図ります。　　 

 

○都市型農業経営者育成支援事業　3720万円
　農業技術センターの施設を活用し観光農園
等の経営を目指す農業後継者等に対し、農産
物の栽培技術や農業経営手法等の研修や実習
訓練を行い新規就農者の誕生を促します。　
○ふるさと雇用再生事業　　　　1600万円
　県ふるさと雇用再生基金市町村事業として、
地域における継続的な雇用機会の創出を図る
ために１事業を実施します（3面左下参照）。 
○緊急雇用創出事業　　　　　1億8000万円
　県緊急雇用創出基金市町村事業として、離
職を余儀なくされた労働者等の一時的な雇用
機会の創出等を図るために11事業を実施し
ます(3面左下参照)。　　 

 

○教育振興基本計画策定事業　　　400万円
　教育基本法に基づき、計画期間を平成23
年度からとする「（仮称）越谷市教育振興基
本計画」を策定し、教育施策について総合的
かつ計画的に振興を図ります。 

 

○自治基本条例推進会議　　　　　　67万円
　自治基本条例が適正に運用され、その役割
を十分に果たしているかを検証し、条例の実
効性の確保に努めます。 

互いに認めあい身近に豊かさを実感できる 
まちづくり（豊かな地域づくりの推進） 

だれもが健康で生きがいをもって安心して 
暮らせるまちづくり（福祉と健康の増進） 

快適な生活環境につつまれた安全な 
まちづくり（快適環境と安全の確保） 

人にやさしく自然と調和した秩序ある 
美しいまちづくり（都市基盤の整備） 

いきいきと働ける魅力と活力あふれる 
まちづくり（産業の振興） 

個性的で多様に学べる心豊かな 
まちづくり（生涯学習の推進） 

市民参加の拡充と適正な行財政運営 

　
平
成
22
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て

は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
影
響
に
よ

り
個
人
お
よ
び
法
人
市
民
税
の
減
収

等
、
歳
入
の
確
保
が
非
常
に
厳
し
い

状
況
の
中
で
も
、
財
政
の
健
全
化
を

堅
持
し
つ
つ
、
計
画
の
最
終
年
度
を

迎
え
る
第
３
次
総
合
振
興
計
画
後
期

基
本
計
画
の
着
実
な
推
進
の
た
め
、

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
に
努
め

ま
し
た
。

「
安
心
度
埼
玉
№
１
の
越
谷
」
と
「
市

民
が
誇
れ
る
越
谷
」
を
基
本
理
念
と

し
て
、「
子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
医
療
・
介
護
の
充
実
し
た
ま
ち
づ

く
り
」「
教
育
・
環
境
に
優
し
い
ま
ち

づ
く
り
」「
市
民
力
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
」「
産
業
の
振
興
と
雇
用
を
増

や
す
ま
ち
づ
く
り
」「
生
活
第
一
を
目

指
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計

で
対
前
年
度
比
９
・
３
謾
増
の
７
６

７
億
円
、
10
の
特
別
会
計
と
病
院
事

業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
総
額

は
対
前
年
度
比
５
・
７
謾
増
の
１
３

９
７
億
１
５
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

   　
歳
入
で
は
、
全
体
の
56
・
５
謾
を

占
め
る
市
税
は
厳
し
い
経
済
情
勢
を

受
け
て
、
２
・
７
謾
減
の
４
３
３
億

５
７
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
国
の
「
地

域
主
権
の
確
立
に
向
け
た
制
度
改
革

の
方
針
」
を
踏
ま
え
、
９
・
１
謾
増

の
６
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
債

は
、
越
谷
駅
東
口
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
や
障
が
い
者
施
設
整
備
、

小
・
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
に
係
る

市
債
な
ど
が
主
な
も
の
で
、
本
来
、

地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
べ

き
額
の
一
部
の
振
替
分
で
あ
る
臨
時

財
政
対
策
債
45
億
円
を
含
め
、
対
前

年
度
比
20
・
３
謾
増
の
60
億
９
０
７

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
規
の

借
入
額
を
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
た

市
債
の
償
還
元
金
よ
り
大
幅
に
抑
制

し
、
市
債
残
高
の
減
少
を
図
り
将
来

負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

   　
歳
出
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
加
え
、
子
ど
も
手
当
の
創
設
な
ど

に
よ
り
民
生
費
が
対
前
年
度
比
28
・

５
謾
増
の
２
８
４
億
９
３
２
０
万
円
、

構
成
比
で
37
・
２
謾
と
最
も
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
は
、
各
種
が
ん
検
診
や
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
係

る
経
費
な
ど
に
よ
り
対
前
年
度
比
５
・

０
謾
の
増
、
労
働
費
は
、
緊
急
雇
用

創
出
事
業
に
係
る
経
費
な
ど
で
２
４

３
・
６
謾
の
増
、
土
木
費
は
、
越
谷

駅
東
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

に
係
る
経
費
な
ど
で
７
・
４
謾
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
費
は
、
蒲
生
分
署
建
て
替
え

に
係
る
経
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
対

前
年
度
比
13
・
３
謾
減
、
構
成
比
で

４
・
０
謾
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳 出 
民
生
費
は

構
成
比
３７ 
・ 
2
謾
に

財
　
政
　
課

蕁
9
6
3
＝
9
1
1
5

農業技術センターで研修を行い就農者を育成します 

問合せ 

（1万円未満は四捨五入） 

＊既存事業に新規分を加えた事業も含んでいます 

　
昨
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
た
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
今
後
も
効
率
的
な
運
営
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
指
定

管
理
者
と
十
分
に
連
携
し
業
務
管
理

を
行
い
ま
す
。
市
民
と
の
協
働
に
よ

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
自

治
会
や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
な
ど
に
対
し
引
き
続
き
支
援
を

行
い
ま
す
。
大
規
模
災
害
の
発
生
時

に
お
け
る
初
期
消
火
等
の
自
主
的
な

防
災
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
防
災

資
器
材
の
整
備
等
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社

会
の
実
現
の
た
め
、
自
主
防
犯
活
動

団
体
の
育
成
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
主
な
施
策
の
事
業
費
〉

▽
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
管

理
費
　
　
　
　
　
２
９
０
０
万
円

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

４
２
０
０
万
円

▽
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

１
２
０
０
万
円

▽
防
犯
対
策
事
業
　
　
５
３
０
万
円

　
妊
娠
中
の
母
子
の
健
康
増
進
を
図

る
た
め
、
妊
婦
に
対
す
る
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。
保
育
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
平
成
21
年
度
に
建
て

替
え
た
新
方
保
育
所
の
外
構
工
事
等

を
行
う
ほ
か
、
こ
ど
も
医
療
費
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
10
月
診
療
分
か

ら
、
通
院
医
療
費
を
こ
れ
ま
で
の
小

学
校
就
学
前
か
ら
中
学
校
修
了
ま
で

に
拡
大
し
て
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
障
が
い
者
施
設
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

〈
主
な
施
策
の
事
業
費
〉

▽
乳
幼
児
等
健
康
診
査
事
業

２
億
５
５
０
０
万
円

▽
新
方
保
育
所
整
備
事
業

７
５
４
０
万
円

▽
こ
ど
も
医
療
給
付
費

６
億
９
０
０
０
万
円

▽
障
が
い
者
施
設
整
備
事
業

５
億
７
４
５
６
万
円

　
越
谷
駅
東
口
駅
前
地
区
の
高
度
利

用
と
都
市
機
能
の
更
新
を
図
る
た
め
、

公
共
施
設
や
住
宅
機
能
を
含
め
た
駅

前
ビ
ル
の
整
備
を
行
う
組
合
に
対
し

て
、
管
理
者
負
担
金
お
よ
び
補
助
金

を
交
付
し
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
西
大
袋
土
地
区
画
整
理
事
業

に
合
わ
せ
て
、
円
滑
な
交
通
の
確
保

や
商
業
活
性
化
の
た
め
、
大
袋
駅
西

口
線
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

〈
主
な
施
策
の
事
業
費
〉

▽
越
谷
駅
東
口
第
一
種
市
街
地
再
開

発
事
業
　
　
21
億
６
１
０
０
万
円

▽
大
袋
駅
西
口
線
整
備
事
業

１
億
９
４
８
７
万
円

　
脱
温
暖
化
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
等
を

目
指
し
、
新
た
な
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
策
定
や
太
陽
光
発
電
設

備
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

１
１
９
番
通
報
な
ど
に
迅
速
か
つ
的

確
に
対
処
す
る
た
め
、
通
信
機
器
を

充
実
し
ま
す
。

〈
主
な
施
策
の
事
業
費
〉

▽
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定

事
業
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

▽
太
陽
光
発
電
設
置
費
補
助
事
業

８
０
０
万
円

▽
通
信
指
令
事
業
　
６
１
３
２
万
円

　
経
営
基
盤
の
安
定
と
強
化
の
た
め

に
、
市
内
中
小
企
業
へ
の
融
資
の
あ

っ
せ
ん
や
利
子
額
の
一
部
助
成
な
ど

に
よ
り
、
市
内
中
小
企
業
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
商
店
街
の
活
性
化
促

進
の
た
め
に
、
販
売
促
進
事
業
・
環

境
施
設
整
備
事
業
等
を
実
施
す
る
商

店
街
団
体
を
支
援
し
、
本
市
商
業
の

振
興
・
育
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

都
市
農
業
推
進
の
た
め
の
地
産
地
消

の
促
進
や
第
２
次
越
谷
市
都
市
農
業

推
進
基
本
計
画
の
策
定
、
農
業
を
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
団

体
等
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
主
な
施
策
の
事
業
費
〉

▽
中
小
企
業
資
金
融
資
事
業

３
億
３
３
５
４
万
円

▽
商
店
街
活
性
化
推
進
事
業

２
１
３
０
万
円

▽
都
市
農
業
推
進
事
業

２
１
４
万
円

▽
農
業
・
農
村
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
事
業
　
　
　
　
　
60
万
円

　
児
童
、
生
徒
が
安
全
に
学
べ
る
学

習
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
小
・
中

学
校
の
校
舎
や
屋
内
運
動
場
の
耐
震

補
強
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
る
平
成
23
年

度
か
ら
の
小
学
校
外
国
語
活
動
の
実

施
に
先
駆
け
、
語
学
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
を
増
員
し
ま
す
。
ま
た
、
越

谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

利
便
性
や
快
適
性
、
安
全
性
の
確
保

な
ど
良
好
な
施
設
状
態
を
維
持
す
る

た
め
、
施
設
の
修
繕
や
改
修
を
行
い

ま
す
。

〈
主
な
施
策
の
事
業
費
〉

▽
小
・
中
学
校
施
設
耐
震
化
事
業

１
億
１
２
０
０
万
円

▽
外
国
語
指
導
事
業

９
６
４
６
万
円

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
費

４
億
７
５
９
０
万
円

○都市型農業経営者育成支援事業(3人)  1600万円

 
○路上喫煙禁止区域内喫煙指導事業(8人)1110万円
○就職支援パソコンセミナー事業(5人)　　600万円
○道路台帳デジタル化整備事業(22人)     7140万円
○河川・排水施設調査事業(15人)　　 　  1910万円
○小学校低学年補助教職員配置事業(10人)970万円
○子どもと親の相談支援事業(4人)     　    410万円
○学校図書館運営活性化事業(6人)     　  210万円
○介護保険料収納補助員配置事業(2人)    250万円
○高齢者地域相談体制強化事業(20人)　 2840万円
○下水道台帳システムデータ作成事業(7人)1360万円
○下水道情報管理システム入力事業(5人) 1200万円

＊カッコ内は雇用予定数。12事業で107人を雇用 
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互
い
に
認
め
あ
い

身
近
に
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

だ
れ
も
が
健
康
で

生
き
が
い
を
も
っ
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

人
に
や
さ
し
く
自
然
と

調
和
し
た
秩
序
あ
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

快
適
な
生
活
環
境
に

つ
つ
ま
れ
た
安
全
な

ま
ち
づ
く
り

い
き
い
き
と
働
け
る

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

個
性
的
で
多
様
に

学
べ
る
心
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り

市税 
433億5700万円 
56.5％（▲2.7％） 

国庫支出金 
112億7758万円 
14.7％（105.1％） 

公債費 
86億1681万円 
11.2％（▲3.8％） 

総務費 
80億4323万円 
10.5％（2.1％） 

教育費 
78億630万円 
10.2％（▲5.6％） 

衛生費 
68億6011万円 
8.9％（5.0％） 

消防費 
31億261万円 
4.0％（▲13.3％） 

その他 
23億6008万円 
3.1％（8.5％） 

市債 
60億9070万円 
7.9％（20.3％） 

県支出金 
45億6701万円 
6.0％（34.3％） 

諸収入 
23億3523万円 
3.0％（▲5.0％） 

地方消費税交付金 
22億5000万円 
2.9％（0.0％） 

分担金及び負担金 
11億9717万円 
1.6％（13.2％） 

その他 
56億2531万円 
7.4％（▲4.8％） 

扶助費 
157億2307万円 
20.5％（63.9％） 

公債費 
86億1681万円 
11.2％（▲3.8％） 

繰出金 
82億4600万円 
10.8％（4.9％） 

普通建設事業費 
64億5428万円 
8.4％（▲1.2％） 

その他 
82億201万円 
10.7％（1.8％） 

その他の内訳 
・補助費等 
・貸付金 
・維持補修費　など 

歳 入 

歳 出 

歳 
（性質別内訳） 

出 

民生費 
284億9320万円 
37.2％（28.5％） 

人件費 
172億4702万円 
22.5％（▲2.9％） 

物件費 
122億1081万円 
15.9％（6.7％） 

土木費 
114億1766万円 
14.9％（7.4％） 

その他の内訳 
・繰越金 
・使用料及び 
 手数料 
・地方譲与税 
・地方交付税など 

その他の内訳 
・農林水産業費 
・商工費 
・議会費　など 

土木費 

3万5,003円 

民生費 

8万7,352円 

衛生費 

2万1,031円 

消防費 

9,512円 

その他 

7,235円 

市民１人当たりの予算額　23万5,140円 

市民１人当たりの市税負担額　13万2,920円 
＊それぞれの額は、平成22年３月１日現在の人口で割ったものです 

（一般会計） 

総務費 

2万4,658円 

公債費 

2万6,417円 

教育費 

2万3,932円 

平成22年度における市の雇用創出事業 

子
育
て
・
雇
用
重
視
型
の
予
算

平
成
22
年
度
予
算
の
概
要

【ふるさと雇用再生事業】 

【緊急雇用創出事業】 
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平
成
22
年
度
か
ら
、
教
育
行
政
に
係
る
主
要
施
策
等
は
従

来
の
「
施
政
方
針
」
か
ら
独
立
さ
せ
、
「
教
育
行
政
方
針
」

と
し
て
教
育
委
員
会
で
作
成
し
表
明
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
22
年
度
教
育
行
政
方
針
（
抜
粋
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

豊
か
な
感
性
感
性
、は
ぐ
く
む
知
性
知
性
、 

学
び
続
け
る
人
づ
く
り
を
目
指
目
指
し
ま
す

豊
か
な
感
性
感
性
、は
ぐ
く
む
知
性
知
性
、 

学
び
続
け
る
人
づ
く
り
を
目
指
目
指
し
ま
す

豊
か
な
感
性
、は
ぐ
く
む
知
性
、 

学
び
続
け
る
人
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

特
別
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

　
３
月
定
例
会
が
２
月
24
日
か
ら

市
役
所
議
場
で
開
か
れ
、
市
長
提

出
の
37
議
案
と
委
員
会
提
出
の
１

議
案
（
◆
印
）、
議
員
提
出
の
１
議

案
（
▼
印
）
が
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
、
３
月
17
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。 

　
越
谷
市
公
平
委
員
会
委
員
の
友

田
和
昭
氏
の
任
期
満
了
に
伴
う
後

任
委
員
に
、
再
び
友
田
氏
を
選
任

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

▽
越
谷
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
　
▽
越
谷

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
越
谷
市
職
員
の
勤
務
時
間
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て
　
▽
越
谷
市
手

数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て
　
▽
越
谷
市
収

入
役
の
任
期
の
満
了
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
　
▽
埼
玉
県
都
市
競
艇

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
　
▽

越
谷
市
保
育
所
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
　
▽
越
谷
市
こ
ど
も
医

療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
▽
越
谷
市
予
防
接
種
健
康
被
害

調
査
委
員
会
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
　

▽
裁
判
上
の
和
解
に
つ
い
て
　
▽

越
谷
市
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
　
▽
越
谷
市
都
市
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
　
▽
議
決
事
項
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
（
都
市
計
画
道
路

３
・
３
・
７
大
袋
駅
西
口
線
街
路

築
造
工
事
請
負
契
約
の
締
結
）　

▽
越
谷
市
立
小
中
学
校
結
核
対
策

検
討
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
　
▽
越

谷
市
中
小
企
業
資
金
融
資
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
　
▽
越
谷
市
地
球
温
暖
化
対

策
基
金
条
例
制
定
に
つ
い
て
　
▽

平
成
21
年
度
越
谷
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て
　

▽
平
成
21
年
度
越
谷
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て
ほ
か
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
３
件
　
▽
平

成
21
年
度
越
谷
市
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ

い
て
ほ
か
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
２
件
　
▽
平
成
21
年
度
越

谷
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て
　
▽
平
成
22
年

度
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
　
▽
平
成
22
年
度
越
谷
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
ほ
か
特
別
会
計
予
算
９
件
　
▽

平
成
22
年
度
越
谷
市
病
院
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て
　
◆
越
谷
市
議

会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
制
定
に
つ
い
て
　
▼
子
ど
も

手
当
の
全
額
国
庫
負
担
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

B
議
案
に
つ
い
て
…
文
書
法
規
課

蕁
９
６
３
＝
９
１
３
０
、
議
会
に

つ
い
て
…
議
会
事
務
局
蕁
９
６
３

＝
９
２
６
１

特別会計・企業会計の内訳 

国 民 健 康 保 険  

老 人 保 健  

後 期 高 齢 者 医 療  

介 護 保 険  

東越谷土地区画整理事業費 

越谷駅西口土地区画整理事業費 

七左第一土地区画整理事業費 

西大袋土地区画整理事業費 

公 共 下 水 道 事 業 費  

公共用地先行取得事業費 

特別会計　計 

企業会計 

病 院 事 業  

300億7000万円 

500万円 

20億8000万円 

92億6000万円 

4億5000万円 

450万円 

3億6000万円 

20億2000万円 

80億9000万円 

2億  500万円 

525億4450万円 

104億5700万円 

▲0.5 

▲83.3 

7.2 

 11.0 

 ▲6.3 

125.0

▲44.6 

▲4.7 

4.8 

▲0.5 

1.6 

1.5

特別会計 

表1

表2

　　　　増減率（％） 

市立病院事業会計 
収益的収入および支出 
医 業 収 益  

医 業 外 収 益  

特 別 利 益

合 計  

医 業 費 用  

医 業 外 費 用  

特 別 損 失  

予 備 費

合 計  

 

固定資産売却代金 

合 計  

建 設 改 良 費  

企 業 債 償 還 金

合 計  

91億9540万円 

6億3450万円 

10万円 

98億3000万円 

96億    86万円 

1億9004万円 

2910万円 

1000万円 

98億3000万円 

10万円 

10万円 

3億9465万円 

2億3235万円 

6億2700万円 

病　　院  
事業収益  

病　　院  
事業費用  

資 本 的
収 　 入

資 本 的
支  出 

資本的収入および支出 

＊病院事業会計は支出総額104億5700万円になります 
＊資本的収支の不足額6億2690万円は補てん財源か 
　ら補てんします 

対前年度 

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は

　
対
前
年
度
比
11
・
0
謾
増

　
市
立
病
院
は
、
昭
和
51
年
に
開
院

し
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
救

急
・
高
度
・
特
殊
医
療
を
柱
に
、
質

の
高
い
安
全
で
満
足
の
い
た
だ
け
る

医
療
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。
平

成
22
年
度
の
病
院
事
業
会
計
予
算
の

概
要
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。 

　
収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

　
収
入
で
は
、
医
業
収
益
（
入
院
・

外
来
患
者
収
益
な
ど
）
が
91
億
９
５

４
０
万
円
で
、
予
算
の
93
・
５
謾
を

占
め
ま
す
。
支
出
で
は
、
医
業
費
用

（
職
員
給
与
・
医
療
材
料
費
・
経
費
な

ど
）
が
96
億
８
６
万
円
で
予
算
の
97

･
７
謾
、
支
払
利
息
等
の
医
業
外
費

用
が
１
億
９
０
０
４
万
円
で
１
・
９

謾
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

　
収
入
は
、
固
定
資
産
売
却
代
金
の

10
万
円
で
す
。
支
出
で
は
、
建
設
改

良
費
（
医
療
器
械
の
購
入
や
病
院
整

備
工
事
な
ど
）
が
３
億
９
４
６
５
万

円
で
62
･
９
謾
、
病
院
事
業
債
の
企

業
債
償
還
元
金
が
２
億
３
２
３
５
万

円
で
37
･
１
謾
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

B
市
立
病
院
庶
務
課
蕁
９
６
５
＝
２

２
２
１

3
月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

3
月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

公
平
委
員
会
委
員
の

友
田
和
昭
氏
の

選
任
に
同
意

そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

　
 

  　
10
の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
５
２

５
億
４
４
５
０
万
円
で
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
お
よ
び
介
護
保
険

特
別
会
計
で
給
付
費
が
増
加
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て

１
・
６
謾
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
歳
入
歳
出

を
、
一
般
の
歳
入
歳
出
と
区
別
し
て

経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
老

人
保
健
拠
出
金
な
ど
の
減
に
よ
り
対

前
年
度
比
０
・
５
謾
減
の
３
０
０
億

７
０
０
０
万
円
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
は
、
保
険
給
付
を
行
う
埼

玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ

の
納
付
金
な
ど
で
20
億
８
０
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
要
介
護

者
の
増
加
に
よ
る
給
付
費
の
伸
び
な

ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
11
・
０
謾

増
の
92
億
６
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
土
地
区
画
整
理
特
別
会

計
は
、
東
越
谷
、
越
谷
駅
西
口
、
七

左
第
一
、
西
大
袋
の
４
会
計
が
あ
り
、

合
計
で
28
億
３
４
５
０
万
円
で
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
老
人
保
健
特
別
会
計

が
５
０
０
万
円
、
公
共
下
水
道
特
別

会
計
が
80
億
９
０
０
０
万
円
、
公
共

用
地
先
行
取
得
特
別
会
計
が
２
億
５

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
教
育
行
政
を
め
ぐ
っ
て
は
、
教
育

基
本
法
の
改
正
を
踏
ま
え
関
係
法
令

が
改
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
学
校
教

育
に
お
い
て
は
学
習
指
導
要
領
が
改

訂
さ
れ
、
そ
の
円
滑
な
実
施
に
向
け

移
行
期
に
入
る
な
ど
教
育
改
革
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ふ
る
さ

と
へ
の
愛
着
や
未
来
に
希
望
の
持
て

る
地
域
社
会
を
創
造
し
て
い
く
た
め

に
は
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も

た
ち
を
は
じ
め
、
自
己
実
現
を
目
指

し
生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に
学
び

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成

が
基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
の

果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を

増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て
は
、

平
成
20
年
７
月
に
改
正
教
育
基
本

法
の
理
念
の
実
現
に
向
け
て
「
教
育

振
興
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
動
き
を
受
け

埼
玉
県
に
お
い
て
も
、
平
成
21
年
２

月
に
「
生
き
る
力
と
絆
の
埼
玉
教
育

プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お

い
て
も
、
計
画
期
間
を
平
成
23
年
度

か
ら
27
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
す

る
「（
仮
称
）
越
谷
市
教
育
振
興
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
教
育
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

　
今
後
も
厳
し
い
社
会
情
勢
が
予
想

さ
れ
る
中
で
教
育
行
政
を
進
め
て
い

く
に
あ
た
っ
て
は
、
①
問
題
に
ぶ
つ

か
っ
た
と
き
に
そ
れ
を
自
ら
の
課
題

と
し
て
受
け
止
め
解
決
す
る
対
応
力
、

②
知
識
や
技
能
の
更
新
の
た
め
の
生

涯
に
わ
た
る
学
習
能
力
、
③
他
者
や

社
会
、
自
然
、
環
境
と
と
も
に
生
き

る
力
、
④
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め

の
豊
か
な
心
と
健
康
・
体
力
、
と
い

う
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を

基
本
に
各
種
施
策
を
着
実
に
執
行
し

て
い
く
た
め
に
は
、「
横
の
連
携
」「
縦

の
接
続
」「
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
踏
ま
え
な
が

ら
、「
継
承
の
中
の
創
造
」
を
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
新
た

な
も
の
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に

つ
な
が
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
生
涯
学

習
社
会
の
実
現
と
い
う
基
本
理
念
の

も
と
、
豊
か
な
感
性
、
は
ぐ
く
む
知

性
、
学
び
続
け
る
人
づ
く
り
を
目
指

し
、
教
育
行
政
の
公
正
か
つ
適
正
な

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

＊
な
お
、
教
育
行
政
方
針
全
文
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
市
役
所
情
報
公
開
セ
ン

タ
ー
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

平
成
22
年
度
教
育
行
政
方
針




